
は
じ
め
に

本
稿
は
、
前
号
お
よ
び
本
号
に
掲
載
さ
れ
た
東
京
大
学
大
学
院
日
本
近
代
政
治

史
ゼ
ミ
「
史
料
紹
介

森
本
州
平
日
記
（
八
、
九
）」（
以
下
、「
日
記
」
と
略
）

の
内
容
を
も
と
に
、
一
九
三
一
年
九
月
の
長
野
県
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
各
政
党

の
選
挙
運
動
の
実
態
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
男
子
普
通
選
挙
制
度
成
立
後

に
地
域
の
政
治
に
関
わ
っ
た
人
々
が
い
か
な
る
現
実
的
課
題
に
直
面
し
て
い
た
の

か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

先
行
研
究
の
な
か
で
、
こ
の
選
挙
に
つ
い
て
最
も
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
る

の
は
、
安
田
常
雄
氏
の
社
会
運
動
史
研
究
で
あ
る
。
安
田
氏
は
、
こ
の
選
挙
に
お

い
て
全
国
農
民
組
合
・
合
法
無
産
政
党
・
日
本
農
民
協
会
と
い
う
三
つ
の
革
新
的

な
運
動
勢
力
が
長
野
県
の
政
治
の
舞
台
に
登
場
し
て
き
た
こ
と
を
重
視
し
、
そ
の

構
造
を
、「
第
一
層
」
―
民
政
党
対
政
友
会
、「
第
二
層
」
―
合
法
無
産
系
対
伝
統

的
国
家
主
義
、「
第
三
層
」
―
全
農
全
会
派
系
対
日
本
農
民
組
合
系
、
と
い
う
三

層
に
分
け
て
論
じ
た
（
１
）
。
確
か
に
、
男
子
普
通
選
挙
制
度
に
よ
っ
て
革
新
的
な
運
動

勢
力
が
地
域
の
政
治
に
関
与
し
は
じ
め
た
こ
と
は
、
社
会
運
動
に
と
っ
て
重
要
な

変
化
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
安
田
氏
の
研
究
は
社
会
運
動
史
に
特
化
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ

れ
を
選
挙
研
究
あ
る
い
は
地
域
社
会
史
の
研
究
と
し
て
み
る
と
、
や
や
不
十
分
な

面
が
あ
る
。
第
一
に
、
そ
こ
で
は
既
成
政
党
勢
力
の
動
向
が
分
析
対
象
に
含
ま
れ

て
い
な
い
。
第
二
に
、
愛
国
勤
労
党
南
信
支
部
か
ら
こ
の
選
挙
に
出
馬
し
当
選
し

た
政
治
家
中
原
謹
司
に
は
、「
第
二
層
」
に
お
い
て
合
法
無
産
系
と
対
決
し
た

「
伝
統
的
右
翼
国
家
主
義
者
」
と
い
う
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
中
原
が

こ
の
選
挙
の
数
ヶ
月
前
ま
で
は
民
政
派
に
属
す
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
や
（
２
）
、
愛
国

勤
労
党
が
反
資
本
主
義
的
性
格
を
も
つ
革
新
的
政
党
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
（
３
）
、
十
分

に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
。
典
型
的
な
革
新
派
勢
力
の
動
向
だ
け
を
運
動
史
的

に
抽
出
す
る
の
で
は
な
く
、
各
政
党
が
行
っ
た
選
挙
運
動
の
実
態
や
政
党
相
互
の

位
置
関
係
を
よ
り
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
社
会
史
上
に
お
け
る
こ

の
選
挙
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
重
要
な
課
題
と
な
ろ
う
（
４
）
。

一
九
三
一
年
長
野
県
会
議
員
選
挙
の
地
域
社
会
史
的
検
討

―
―
前
号
お
よ
び
本
号
所
載
「
森
本
州
平
日
記
」
の
解
題
に
か
え
て
―
―

佐
々
木

政
文

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
二
十
一
号

二
〇
一
七
年
三
月
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以
上
の
課
題
に
対
し
て
、
本
稿
は
、
長
野
県
下
伊
那
郡
に
お
け
る
既
成
政
党
勢

力
と
革
新
派
勢
力
と
の
結
節
点
に
位
置
し
た
森
本
州
平
と
い
う
人
物
に
着
目
す
る
（
５
）
。

森
本
は
、
思
想
的
に
は
「
日
本
主
義
」
を
自
称
す
る
反
共
主
義
者
、
経
済
的
に
は

地
方
銀
行
の
重
役
を
も
務
め
る
資
本
家
兼
名
望
家
で
あ
り
、
そ
の
支
持
政
党
は
本

来
的
に
は
政
友
会
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
森
本
は
、
政
党
政
治
や
資
本
主
義
経
済

へ
の
違
和
感
か
ら
愛
国
勤
労
党
南
信
支
部
の
設
立
に
も
関
わ
り
（
６
）
、
一
九
三
一
年
九

月
の
選
挙
で
は
同
支
部
長
の
中
原
を
支
持
す
る
と
い
う
、
極
め
て
微
妙
な
立
ち
位

置
に
あ
っ
た
。
そ
の
「
日
記
」
に
は
政
友
派
と
革
新
派
と
の
間
で
揺
れ
動
く
森
本

の
内
面
が
記
述
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
一
九
三
一
年
後
半
期
の
下
伊
那
郡
に

関
し
て
は
、
支
持
政
党
を
異
に
す
る
四
つ
の
地
方
紙
が
飯
田
市
立
中
央
図
書
館
に

残
存
し
て
い
る
（
７
）
。
こ
れ
ら
の
史
料
を
相
互
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
既

成
政
党
勢
力
と
革
新
派
勢
力
と
が
折
り
重
な
る
地
域
政
治
の
具
体
像
を
よ
り
詳
細

に
描
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
本
稿
は
一
九
三
一
年
七
―
一
二
月
分
の
「
日
記
」
に
対
す
る
解
題
と
し

て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
九
月
の
選
挙
に
焦
点
を
当
て
る
関
係
上
、
前
号

所
載
の
七
―
九
月
部
分
に
説
明
が
偏
る
こ
と
を
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

一
、
空
転
す
る
候
補
者
擁
立
運
動

一
九
二
五
年
五
月
、
納
税
額
に
か
か
わ
ら
ず
二
五
歳
以
上
の
男
子
に
選
挙
権
を

与
え
る
、
い
わ
ゆ
る
普
通
選
挙
法
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
翌
年
六
月
に

は
府
県
制
お
よ
び
同
施
行
令
・
同
施
行
規
則
が
改
正
さ
れ
、
府
県
会
議
員
選
挙
に

お
い
て
も
、
当
該
府
県
内
に
居
住
す
る
市
町
村
公
民
全
員
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
（
８
）
。
こ
れ
ら
の
法
令
に
基
づ
い
て
、
一
九
二
七
年
九
―
一
〇
月
に

は
府
県
会
議
員
選
挙
が
、
一
九
二
八
年
二
月
に
は
衆
議
院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、

後
者
の
選
挙
で
は
無
産
政
党
が
八
議
席
を
獲
得
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
。

一
九
三
一
年
九
―
一
〇
月
の
選
挙
は
、
一
九
二
七
年
の
も
の
に
続
く
、
男
子
普

通
選
挙
と
し
て
は
二
度
目
の
府
県
会
議
員
選
挙
で
あ
っ
た
（
９
）
。
一
九
二
六
年
時
点
で

一
八
二
、
〇
七
五
人
で
あ
っ
た
長
野
県
下
の
有
権
者
数
は
、
男
子
普
通
選
挙
制
度

に
よ
っ
て
、
翌
年
に
は
三
四
一
、
二
二
七
人
へ
と
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
た
（
１０
）
。
下
伊
那

郡
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
一
九
三
一
年
時
点
で
三
八
、
三
八
七
人
の
有
権
者
が
お
り
（
１１
）
、

長
野
県
会
の
議
員
定
数
四
六
名
の
う
ち
五
名
が
下
伊
那
郡
か
ら
選
出
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
（
１２
）
。
下
伊
那
郡
選
出
議
員
の
内
訳
は
、
選
挙
前
に
は
立
憲
政
友
会
三

名
、
立
憲
民
政
党
二
名
で
あ
り
、
選
挙
運
動
が
活
発
化
す
る
前
の
七
月
下
旬
段
階

で
は
、「
矢
張
り
政
三
民
二
の
当
選
割
合
が
定
石
」
と
い
う
予
想
が
た
て
ら
れ
て

い
た
（
１３
）
。

長
野
県
の
投
票
日
は
九
月
二
七
日
、
下
伊
那
郡
の
開
票
期
日
は
同
二
九
日
と
さ

れ
（
１４
）
、
候
補
者
の
届
出
期
日
は
投
票
一
週
間
前
の
二
〇
日
と
決
ま
っ
た
。
九
月
初
頭

に
は
、
立
憲
政
友
会
・
立
憲
民
政
党
・
社
会
民
衆
党
・
愛
国
勤
労
党
の
四
党
は
そ

れ
ぞ
れ
選
挙
の
た
め
の
候
補
者
擁
立
に
向
け
て
動
き
は
じ
め
た
。

各
政
党
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
候
補
者
を
擁
立
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

表
一
は
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』
の
報
道
記
事
を
も
と
に
、
九
月
中
に
各
政
党
の

地
方
組
織
（
１５
）
か
ら
立
候
補
の
打
診
を
受
け
た
人
物
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
同

紙
が
民
政
党
支
持
で
あ
る
た
め
、
民
政
派
に
つ
い
て
の
報
道
が
多
く
な
っ
て
い
る

が
、
実
際
に
は
他
の
政
党
で
も
相
当
の
回
数
の
打
診
が
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
多
く
の
人
が
政
党
の
地
方
組
織
か
ら
立
候
補

を
促
さ
れ
な
が
ら
、
そ
れ
を
様
々
な
理
由
に
よ
っ
て
拒
否
し
て
い
た
。
同
紙
に
よ

れ
ば
「
各
派
と
も
候
補
者
の
銓
衡
難
に
陥
つ
て
ゐ
る
関
係
で
あ
る
ら
し
」
く
、
例

え
ば
政
友
派
で
は
「
新
候
補
者
の
銓
衡
に
対
し
、
地
域
的
関
係
を
始
め
、
少
壮
派

と
老
人
組
と
の
意
見
の
相
違
等
に
よ
り
、
各
地
に
候
補
者
擁
立
運
動
又
は
自
認
運
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表一 １９３１年８―９月下伊那郡における各政党地方組織の選挙出馬交渉

『信濃毎日新聞』
日付

９月８日付朝刊

８月２８日付朝刊

８月２８日付朝刊

９月８日付朝刊

９月１５日付夕刊

９月１２日付朝刊

９月２日付朝刊

９月６日付夕刊

９月６日付夕刊

９月１９日付夕刊

９月２２日付夕刊

９月１５日付朝刊

９月１９日付朝刊

９月１７日付夕刊

９月４日付夕刊

９月１９日付朝刊

９月８日付朝刊

９月１９日付朝刊

９月１６日付朝刊

９月１８日付夕刊

９月１７日付夕刊

９月１８日付夕刊

９月１８日付夕刊、
１９日付朝刊

当落

当選

落選

当選

当選

落選

当選

当選

出馬

○

×

×

×

×

○

×

○

○

×

×

×

○

×

×

×

×

○

×

×

×

×

○

交渉結果

出馬を余儀なくされるに至つた

辞退

絶対受けぬ

立候補せず

十三日夜突如家庭上の事情より出
馬断念する旨申込んだ

労農大衆党支部より立候補に決定

固辞

本人の諾否に拘はらず推すことに
決定

本人の諾否に拘はらず推すことに
決定

十八日早朝突如家庭の大反対に遭
ひ出馬断念の旨クラブへ通告

立候補を突如取消す

諾否に拘はらず擁立される形勢と
なつた

十八日届け出を終了

十五日夜に至り同村から出馬する
政友平田氏との関係其他の理由か
ら突如不起の旨を民政クラブに通
告して来た

再起の意志なし

最初猛烈な競争場裡に立つを嫌つ
てゐた北原氏は激戦の形勢を察し
て突如断念を申出でた（ママ）

関川氏自身として出馬の意志充分
なるも同氏の家族殊に夫人は猛烈
な反対をしてゐるため他の一般の
反対と異なり之がため同氏出馬の
実現は全く絶望

家族の反対を押し切つて承諾を求
めこゝに最後の決定を見た、十八
日届け出を終了

出馬絶望

難色

病弱を理由として固辞

難色

出馬と決定、十八日届け出を終了

居住地、職業
（空欄は不明のもの）

飯田町

飯田町医師

飯田町弁護士

波合村出身製材業並
に木炭販売業

鼎村

百十七銀行頭取

酒造家

医師

喬木村長

市田村

伊賀良村

座光寺村現県議

市田村郵便局長

富草村

飯田町

龍東方面

下條村医師

交渉相手
の氏名

中原謹司

石井虎秋

萩本隼人

村松藤右衛門

下岡隆蔵

羽生三七

大平豁郎

吉川亮夫

平田史郎

沢柳賢宗

橘清平

塩澤伝兵衛

遠山方景

片山均

北原源三郎

関川一実

佐々木宣一

市瀬俊太郎

上松利一

竹村太郎

中島定雄

政党名

愛国勤労
党

社会民衆
党

全国労農
大衆党

立憲政友
会

立憲民政
党
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動
が
起
り
、
又
少
壮
派
に
あ
り
て
は
今
期
は
必
ず
老
人
組
を
退
け
、
少
壮
派
を
起

た
し
む
べ
し
と
の
意
見
続
出
し
」
た
と
い
う
（
１６
）
。
こ
こ
で
い
う
「
地
域
的
関
係
」
が

何
を
指
し
て
い
る
の
か
は
不
明
だ
が
、
政
友
派
内
部
で
も
適
切
な
候
補
者
が
得
ら

れ
ず
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
対
立
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
森
本
も
、
既

に
八
月
二
一
日
時
点
で
「
県
議
戦
も
迫
つ
た
が
立
候
補
難
て
あ
る
。
世
事
一
転
は

止
む
を
得
ま
い
（
１７
）
」
と
い
う
懸
念
を
「
日
記
」
に
記
し
て
お
り
、
同
年
末
に
は
「
候

（
馬
）

（
ぶ
）

補
者
は
政
友
、
民
政
共
出
場
し
ふ
っ
て
や
つ
と
十
八
、
九
日
頃
願
出
た
（
１８
）
」
と
回
顧

し
た
。

地
方
組
織
か
ら
打
診
を
受
け
た
人
々
は
、
な
ぜ
次
々
と
立
候
補
を
拒
否
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
最
も
直
接
的
な
理
由
と
考
え
ら
れ
る
、
選
挙
資

金
の
不
足
に
注
目
し
た
い
。
男
子
普
通
選
挙
制
度
の
も
と
で
府
県
会
議
員
選
挙
に

立
候
補
す
る
た
め
に
は
、
候
補
者
は
二
〇
〇
円
の
供
託
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
各
候
補
者
が
、
選
挙
区
内
の
有
権
者
数
を
候
補
者
数
で
除
し
た
数
の

十
分
の
一
以
上
の
票
を
得
な
け
れ
ば
、
こ
の
供
託
金
は
没
収
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
っ
て
い
た
（
１９
）
。
さ
ら
に
、
届
け
出
の
後
に
行
わ
れ
る
選
挙
運
動
に
も
費
用
が
か

か
り
、
各
候
補
者
は
通
常
こ
れ
ら
を
自
腹
で
負
担
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
各
政
党

は
選
挙
の
た
び
に
各
町
村
で
数
日
に
わ
た
る
演
説
会
を
実
施
し
た
か
ら
、
そ
の
費

用
を
負
担
す
る
こ
と
は
、
候
補
者
に
と
っ
て
か
な
り
の
負
担
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。『

信
濃
毎
日
新
聞
』
が
報
じ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
九
月
二
一
日
朝
ま
で
に
立

候
補
を
届
け
出
た
政
友
派
の
橘
清
平
は
、
届
出
後
に
突
如
と
し
て
立
候
補
を
取
り

消
し
た
。
こ
の
出
来
事
は
、「
同
氏
擁
立
決
定
後
に
於
け
る
形
勢
が
よ
く
な
く
、

且
軍
資
金
の
調
達
予
期
に
反
し
意
の
如
く
な
ら
な
か
つ
た
結
果
と
言
は
れ
て
ゐ

る
（
２０
）
」
と
い
う
。
候
補
者
本
人
に
立
候
補
の
意
思
が
あ
っ
て
も
、
十
分
な
選
挙
資
金

が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
候
補
者
は
出
馬
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

愛
国
勤
労
党
南
信
支
部
で
は
、
中
原
の
出
馬
に
か
か
る
選
挙
資
金
は
、
中
原
の

か
ね
て
か
ら
の
友
人
で
あ
っ
た
森
本
に
請
求
さ
れ
た
。
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
同

支
部
が
選
挙
資
金
を
請
求
で
き
る
相
手
が
森
本
以
外
に
い
な
か
っ
た
た
め
、
同
支

部
が
擁
立
す
る
候
補
者
は
、
森
本
と
個
人
的
な
関
係
が
深
か
っ
た
中
原
に
自�

動�

的�

に
決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
事
情
が
窺
え
る
の
が
、
八
月
二
四
日
、

同
支
部
幹
部
の
座
光
寺
久
男
の
訪
問
を
受
け
た
際
の
、
森
本
の
対
応
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
選
挙
資
金
の
提
供
を
打
診
す
る
座
光
寺
に
対
し
、
森
本
は
「
選
挙
を
す

（

マ

マ

）

る
に
は
少
く
も
三
千
円
位
は
入
用
る（
２１
）」
と
し
て
全
額
の
提
供
を
断
り
、「
他
に
自

ら
金
を
出
し
て
や
る
者
あ
れ
は
幸
な
り
、
若
し
無
し
と
せ
は
中
原
よ
り
仕
方
な
か

ら
ん
、
又
予
は
党
の
費
用
と
し
て
兎
に
角
二
百
円
を
出
金
す
べ
し
、
但
し
此
内
に

は
粥
川
氏
の
分
迄
も
含
む
（
２２
）
」
と
返
答
し
た
。
支
部
内
で
最
大
の
経
済
力
を
も
っ
て

い
た
森
本
が
、
そ
の
友
人
で
あ
る
中
原
に
対
し
て
す
ら
資
金
の
提
供
を
渋
っ
て
い

る
状
況
に
お
い
て
、
支
部
が
他
の
候
補
者
を
擁
立
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
絶
望
的

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
資
金
難＝

候
補
者
難
に
直
面
し
た
と
き
、
各
地
方
組
織
が
選
ん
だ
の

は
、
立
候
補
し
た
く
な
い
と
い
う
本
人
の
意
向
を
ひ
と
ま
ず
無
視
し
て
、
最
も
適

当
と
思
わ
れ
る
人
物
を
「
諾
否
に
拘
は
ら
ず
」
推
薦
す
る
と
い
う
方
式
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』
に
よ
る
と
、
九
月
四
日
夕
刻
、
下
伊
那
政
友
倶
楽

部
は
飯
田
町
で
「
候
補
者
銓
衡
委
員
会
」
を
開
き
、「
候
補
者
三
人
の
中
、
吉
川
、

平
田
両
県
議
を
本
人
の
諾
否
に
拘
は
ら
ず
推
す
こ
と
に
決
定
」
し
た
（
２３
）
。
ま
た
、
市

田
村
で
は
「
塩
澤
伝
兵
衛
氏
が
中
立
若
く
は
政
友
派
よ
り
諾
否
に
拘
は
ら
ず
擁
立

さ
れ
る
形
勢
と
な
」
り
（
２４
）
、
さ
ら
に
民
政
派
で
も
、「
家
族
の
反
対
そ
の
他
に
依
り

出
馬
不
可
能
を
下
伊
那
郡
民
政
倶
楽
部
へ
通
告
し
た
片
山
均
氏
に
対
し
、
同
氏
の

居
村
そ
の
他
こ
れ
ま
で
同
氏
擁
立
運
動
に
力
を
入
れ
て
来
た
人
々
は
こ
れ
を
遺
憾

94



と
し
、
諾
否
に
拘
ら
ず
擁
立
す
べ
し
と
気
勢
を
挙
げ
」
た
と
い
う
（
２５
）
。
立
候
補
の
届

出
期
日
が
目
前
に
迫
る
な
か
で
、
対
立
政
党
に
対
抗
す
る
た
め
適
切
な
候
補
を
出

さ
ね
ば
な
ら
な
い
各
政
党
の
焦
り
は
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

な
強
引
な
擁
立
運
動
を
、『
南
信
新
聞
』
は
「
話
題
の
人
物
こ
の
と
こ
ろ
金
を
使

ひ
た
く
な
い
腹
中
を
見
て
と
つ
た
結
果
が
『
諾
否
に
か
か
は
ら
ず
…
…
』
戦
術
の

流
行
で
あ
る
（
２６
）
」
と
風
刺
し
て
い
る
。

候
補
者
が
不
足
す
る
状
況
は
無
産
政
党
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
社
会
民

衆
党
下
伊
那
支
部
で
は
、
八
月
下
旬
、「
同
町
（
飯
田
町
―
引
用
者
注
）
医
師
石

井
虎
秋
氏
に
交
渉
し
た
が
辞
退
し
た
の
で
、
第
二
候
補
者
同
町
弁
護
士
萩
元
隼
人

氏
に
交
渉
し
た
と
こ
ろ
、
同
氏
も
絶
対
受
け
ぬ
の
で
、
二
十
七
日
夜
急
き
よ
事
務

所
に
実
行
委
員
会
を
開
催
、
今
後
の
対
策
に
つ
き
協
議
す
る
こ
と
と
し
た
（
２７
）
」。
こ

う
し
た
事
態
に
対
し
て
社
民
党
下
伊
那
支
部
が
と
っ
た
対
応
は
、
八
月
一
九
日
に

長
野
県
連
合
会
を
結
成
し
た
ば
か
り
の
全
国
労
農
大
衆
党
（
２８
）
に
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
で

あ
っ
た
。
九
月
七
日
、
社
民
党
下
伊
那
支
部
は
「
労
農
準
備
会
執
行
部
と
合
同
協

議
会
を
行
つ
た
結
果
、
労
農
準
備
会
よ
り
羽
生
三
七
氏
を
推
す
事
に
し
、
交
渉
の

結
果
大
体
承
諾
し
た
模
様
で
推
薦
す
る
に
決
し
（
２９
）
」、
一
二
日
に
羽
生
が
届
出
を
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
（
３０
）
。
社
会
民
衆
党
に
と
っ
て
、
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
全
国
労
農
大

衆
党
と
の
提
携
は
、
羽
生
以
外
に
候
補
者
が
得
ら
れ
な
い
た
め
の
や
む
を
得
ぬ
選

択
で
あ
っ
た
。

愛
国
勤
労
党
南
信
支
部
も
候
補
者
難
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
八
月
二
七
日
、

飯
田
劇
場
に
お
い
て
愛
国
勤
労
党
南
信
支
部
結
成
大
会
が
開
催
さ
れ
、「
緊
急
動

議
に
て
中
原
を
推
し
、
県
議
戦
に
立
た
し
む
（
３１
）
」
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
中

原
擁
立
に
つ
い
て
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』
は
「
絶
対
に
出
馬
の
意
志
が
な
い
中
原

支
部
長
を
飽
く
ま
で
も
擁
立
す
る
に
決
定
し
た
（
３２
）
」、『
南
信
新
聞
』
は
「
今
回
は
厭

だ
―
―
と
首
を
横
に
振
つ
て
ゐ
る
ら
し
い
中
原
氏
を
是
が
非
で
も
そ
の
一
党
は
押

し
た
て
た
い
熱
烈
な
希
望
の
下
に
懇
請
こ
れ
努
め
る
模
様
（
３３
）
」
と
報
じ
て
お
り
、
党

支
部
の
決
定
と
本
人
の
意
思
と
の
乖
離
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
選
挙
資
金
の
不
足
の
た
め
に
適
切
な
候
補
者
が
見
つ
か
ら
ず
、

各
政
党
が
半
ば
強
引
に
候
補
者
を
擁
立
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
は
、
既
成
政
党
と

革
新
派
政
党
と
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

二
、
地
方
紙
に
お
け
る
愛
国
勤
労
党
批
判

愛
国
勤
労
党
の
場
合
、
資
金
源
の
問
題
は
、
同
党
へ
の
社
会
的
評
価
に
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
っ
た
。

愛
国
勤
労
党
は
、
そ
の
「
主
義
綱
領
」
に
も
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

既
成
政
党
を
「
資
本
主
義
ノ
傀
儡
タ
ル
特
権
政
党
」
と
し
て
排
撃
す
る
革
新
主
義

的
な
右
派
政
党
で
あ
っ
た
（
３４
）
。
一
九
三
一
年
八
月
二
七
日
に
正
式
に
結
成
さ
れ
た
同

党
南
信
支
部
に
お
い
て
も
、「
内
に
於
て
は
資
本
主
義
の
傀
儡
た
る
特
権
政
党
の

腐
敗
跳
梁
は
益
々
甚
だ
し
く
、
或
ひ
は
皇
室
中
心
主
義
の
名
に
於
て
或
ひ
は
議
会

中
心
主
義
の
名
に
て
、
天
皇
の
大
権
を
空
虚
に
し
、
国
家
の
機
構
を
腐
蝕
せ
し
め
、

国
民
大
衆
の
生
活
を
窮
乏
の
ど
ん
底
に
投
じ
て
顧
る
と
こ
ろ
な
き
実
情
に
在
り
ま

す
」
と
し
て
政
党
政
治
の
現
状
が
批
判
さ
れ
（
３５
）
、「
其
根
本
ニ
於
テ
党
利
党
争
ノ
外

何
物
モ
ナ
イ
無
骨
頂
ノ
既
成
政
党
」
を
打
倒
す
る
こ
と
が
強
く
「
宣
言
」
さ
れ
て

い
た
（
３６
）
。

と
こ
ろ
が
、
同
党
支
部
が
経
済
的
に
依
存
し
て
い
た
森
本
と
い
う
人
物
は
、
下

伊
那
郡
を
代
表
す
る
名
望
家
の
継
嗣
で
あ
り
、
松
尾
村
産
業
組
合
長
と
百
十
七
銀

行
常
務
取
締
役
と
を
兼
務
す
る
な
ど
、
明
ら
か
に
資
本
家
階
級
に
属
す
る
存
在
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
百
十
七
銀
行
頭
取
大
平
豁
郎
は
政
友
派
で
あ
っ
た
だ
け
で
な

く
、
森
本
自
身
も
政
友
派
の
新
聞
社
で
あ
る
南
信
新
聞
社
お
い
て
重
役
を
務
め
て
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い
た
た
め
、
森
本
が
既
成
政
党
と
繋
が
り
の
あ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
は
誰
に
目
に

も
明
ら
か
で
あ
っ
た
（
３７
）
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
各
政
党
勢
力
は
、
森
本
が
愛
国
勤
労
党
に
関
わ
っ
て
い

た
こ
と
を
根
拠
に
、
同
党
に
対
す
る
激
し
い
批
判
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

例
え
ば
、
無
産
政
党
を
支
持
す
る
地
方
紙
『
信
濃
大
衆
新
聞
』
は
、
愛
国
勤
労

党
は
無
産
階
級
の
利
害
を
代
表
す
る
か
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
い
る
が
、
実
際
に

は
「
八
二
の
松
沢
、
百
十
七
の
森
本
等
の
財
人
を
シ
ン
パ
と
（
３８
）
」
し
て
お
り
、「
ブ

ル
ヂ
ヨ
ア
の
手
先
き
に
な
つ
て
無
産
階
級
を
偽
瞞
せ
ん
と
（
３９
）
」
し
て
い
る
「
陰
険
な

フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
の
イ
ン
チ
キ
党
（
４０
）
」
に
す
ぎ
な
い
と
論
じ
た
。
同
紙
は
、
愛
国
勤
労

党
と
立
憲
政
友
会
と
の
隠
れ
た
連
続
性
を
指
摘
す
る
。
同
紙
が
見
る
と
こ
ろ
、

「
愛
国
勤
労
党
な
る
も
の
が
中
央
で
そ
も
�
�
政
友
系
に
近
い
関
係
に
あ
り
、
主

張
す
る
と
こ
ろ
も
中
央
政
友
会
内
の
反
動
意
見
ソ
ツ
ク
リ
の
も
の
で
あ
る
ば
か
り

で
は
な
い
、
こ
ゝ
で
は
政
友
派
の
森
本
洲
平
君
が
ウ
ン
と
腰
を
抱
い
て
ゐ
る
（
４１
）
」。

下
伊
那
郡
に
限
っ
て
み
て
も
、「
そ
の
中
心
人
物
森
本
洲
平
君
を
始
め
、
シ
ン
パ

の
松
沢
八
十
二
支
店
長
、
粥
川
医
師
等
、
何
れ
も
政
友
派
の
人
物
揃
と
来
て
を
り
、

本
来
の
使
命
が
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
政
党
援
助
に
あ
る
」
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
４２
）
。
し
た

が
っ
て
、
同
党
が
「
仮
り
に
選
挙
を
し
た
と
こ
ろ
が
エ
ン
曲
に
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
党
の

提
灯
持
ち
に
終
る
の
み
（
４３
）
」
で
あ
り
、
そ
の
本
質
は
「
無
産
派
の
仮
面
を
冠
る
先
鋭

的
な
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
の
走
狗
（
４４
）
」、「
既
成
政
党
の
御
用
を
承
る
も
の
（
４５
）
」
に
他
な
ら
な

か
っ
た
。
同
紙
は
、
森
本
の
存
在
を
根
拠
と
し
て
愛
国
勤
労
党
と
既
成
政
党
と
の

癒
着
を
示
唆
し
、
厳
し
い
批
判
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
愛
国
勤
労
党
批
判
は
、
森
本
が
そ
の
重
役
を
務
め
る
政
友
派
新
聞

で
あ
る
『
南
信
新
聞
』
紙
上
で
も
展
開
さ
れ
た
。
七
月
下
旬
、
同
紙
に
、
無
産
派

の
立
場
か
ら
愛
国
勤
労
党
を
批
判
す
る
木
村
善
男
の
論
説
が
連
載
さ
れ
た
。
木
村

は
、
愛
国
勤
労
党
に
つ
い
て
、「
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
の
番
犬
、
日
本
帝
国
主
義
の
手
先

共
が
幕
末
の
志
士
の
後
援
者
を
も
つ
て
任
じ
て
ゐ
る
」
が
、
幕
末
の
志
士
た
ち
は

「
口
先
だ
け
で
急
進
的
な
言
葉
を
吐
い
て
、
背
後
で
は
支
配
階
級
と
握
手
し
そ
の

庇
護
に
隠
れ
て
、
労
働
者
農
民
の
前
衛
に
向
け
て
攻
撃
の
牙
を
む
く
や
う
な
腐
つ

た
蛆
の
如
き
真
似
は
し
な
か
つ
た
（
４６
）
」
と
し
た
。
木
村
は
、
労
働
者
・
農
民
の
解
放

を
主
張
す
る
一
方
で
資
本
家
の
経
済
力
に
依
存
す
る
愛
国
勤
労
党
の
体
質
を
厳
し

く
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

八
月
三
日
と
四
日
に
同
紙
に
掲
載
さ
れ
た
井
上
忠
一
の
論
説
も
、
右
の
木
村
と

ほ
ぼ
同
じ
論
旨
の
も
の
で
あ
っ
た
。
井
上
が
愛
国
勤
労
党
と
資
本
家
階
級
と
の
癒

着
を
示
す
根
拠
と
し
て
挙
げ
る
の
は
、
同
党
の
「
綱
領
」
に
掲
げ
ら
れ
た
天
皇
中

心
の
政
治
構
想
で
あ
っ
た
。
井
上
に
よ
れ
ば
、「
愛
勤
党
は
如
何
に
認
識
し
て
も

（
天
皇
）

×
×
を
表
看
板
に
す
る
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
独
裁
政
党
よ
り
一
歩
も
出
て
ゐ
な
い
」「
フ

ア
シ
ズ
ム
」
政
党
そ
の
も
の
で
あ
り
、「
民
衆
の
利
益
を
代
表
す
る
に
大
地
主
大

（
天
皇
）

資
本
家
た
る
×
×
を
」
認
め
る
こ
と
は
「
大
な
る
欺
瞞
」
で
あ
る
（
４７
）
。
当
時
、
日
本

共
産
党
は
天
皇
を
大
地
主
と
規
定
し
（
４８
）
、
具
体
的
目
標
と
し
て
「
天
皇
、
大
地
主
、

官
公
有
地
、
寺
社
領
の
土
地
没
収
、
勤
労
農
民
へ
の
土
地
分
配
（
４９
）
」
を
挙
げ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
公
式
的
理
解
か
ら
す
れ
ば
、
天
皇
の
も
と
で
の
平
等
化
を
掲
げ
る
愛

国
勤
労
党
が
矛
盾
に
満
ち
た
存
在
に
見
え
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
独
裁
を
目
指
す
無
産
派
に
と
っ
て
、
天
皇
中
心
の
政
治
と
は
資
本
家
・
地

主
階
級
中
心
の
政
治
に
他
な
ら
ず
、
労
働
者
・
農
民
の
解
放
と
は
相
容
れ
な
い
も

の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
森
本
と
個
人
的
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
記
者
池
田
愛
泥
も
、

同
紙
上
で
「
要
す
る
に
愛
国
勤
労
党
は
、
悪
質
カ
ク
テ
ル
な
の
だ
よ
。
つ
ま
り
、

不
良
混
合
酒
を
飲
ん
だ
感
じ
さ
（
５０
）
」
と
い
う
意
見
を
紹
介
し
、
愛
国
勤
労
党
に
対
す

る
違
和
感
を
強
調
し
た
。

さ
ら
に
、
民
政
派
の
機
関
紙
『
信
濃
時
事
』
も
、
森
本
に
つ
い
て
「
銀
行
と
組

合
長
を
兼
任
す
る
さ
へ
社
会
は
矛
盾
し
て
居
る
と
云
つ
て
居
る
の
に
、
此
の
行
動

96



（
愛
国
勤
労
党
を
支
持
し
た
こ
と
―
引
用
者
注
）
に
到
つ
て
は
実
に
沙
汰
の
限
り

だ
」
と
非
難
し
、「
愛
勤
党
の
立
党
精
神
か
ら
云
へ
ば
唾
棄
す
べ
き
も
の
で
あ
る

が
、
何
程
か
運
動
費
の
融
通
が
つ
く
と
し
た
な
ら
ば
大
切
に
す
る
事
（
５１
）
」
と
、
森
本

と
愛
国
勤
労
党
と
の
経
済
的
関
係
を
示
唆
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
各
紙
の
愛
国
勤
労
党
評
価
が
森
本
の
意
に
沿
わ
な
か
っ
た
こ
と

は
当
然
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
森
本
は
中
原
に
対
し
て
必
ず
し
も
積
極
的
に

（
が
）

資
金
を
提
供
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。「
出
す
べ
き
金
は
出
す
か
、
無
限
に
は

出
せ
ん
（
５２
）
」
と
い
う
の
が
森
本
の
基
本
的
な
態
度
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
九
月
上
旬

時
点
で
、
森
本
は
、
選
挙
資
金
の
提
供
を
再
三
要
求
す
る
中
原
ら
に
対
し
、「
予

を
引
込
み
て
資
金
の
調
達
機
関
と
せ
ん
と
企
て
（
５３
）
」
て
い
る
と
い
う
否
定
的
認
識
を

も
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
ろ
森
本
が
出
費
を
渋
っ
て
い
た
こ
と
は
、
党
幹
部
の
中
谷

武
世
か
ら
も
「
金
の
話
と
な
る
と
君
は
話
を
そ
ら
し
て
逃
け
る
（
５４
）
」
と
し
て
非
難
さ

れ
た
。

し
か
し
、
各
紙
の
報
道
を
み
る
限
り
、
当
時
こ
の
よ
う
な
森
本
の
立
場
が
理
解

さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、『
信
濃
大
衆
新
聞
』
は
、
森
本
が

下
伊
那
郡
国
民
精
神
作
興
会
（
５５
）
の
専
任
幹
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
根
拠
に
、
愛
国
勤
労

党
は
「
今
迄
全
郡
民
を
欺
瞞
し
そ
の
運
動
費
と
し
て
国
民
精
神
作
興
会
費
を
横
取

り
し
て
（
５６
）
」
い
る
と
い
っ
た
、
根
拠
に
乏
し
い
推
測
を
事
実
と
し
て
報
道
し
て
い
た

た
め
、
森
本
は
同
紙
に
記
事
の
取
り
消
し
を
求
め
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
（
５７
）
。

こ
う
し
た
各
地
方
紙
の
否
定
的
報
道
に
対
し
て
、
愛
国
勤
労
党
南
信
支
部
は
ど

の
よ
う
に
反
論
し
た
の
か
。
当
時
、
下
伊
那
地
方
の
政
友
派
・
民
政
派
・
無
産
派

が
そ
れ
ぞ
れ
機
関
紙
的
地
方
紙
を
有
し
て
い
た
の
に
対
し
（
５８
）
、
愛
国
勤
労
党
南
信
支

部
は
こ
れ
に
相
当
す
る
機
関
紙
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
八
月
以
降
に

は
愛
国
勤
労
党
南
信
支
部
で
も
機
関
紙
的
新
聞
の
発
行
が
計
画
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

「
日
記
」
に
よ
る
と
、
八
月
一
一
日
、
中
原
と
座
光
寺
の
二
人
が
百
十
七
銀
行

を
訪
問
し
、「
中
原
か
県
会
議
員
に
出
る
と
云
ふ
て
、
其
の
用
意
の
為
、
西
川
と

合
同
し
て
新
聞
を
出
す
と
云
ふ
話
」
を
森
本
に
提
案
し
た
（
５９
）
。
こ
の
西
川
と
は
、
一

九
三
一
年
八
月
二
四
日
に
日
刊
新
聞
『
飯
田
ニ
ユ
ー
ス
』
を
再
刊
し
た
西
川
寛
之

助
を
指
し
て
い
る
。
再
刊
時
の
同
紙
の
説
明
に
よ
る
と
、
同
紙
は
「
地
方
地
方
の

郷
土
人
相
互
で
な
く
て
は
解
ら
な
い
郷
土
特
有
の
記
事
や
ス
ト
ー
リ
ー
や
噂
や
社

会
相
」
の
報
道
を
目
的
と
し
た
、「
純
粋
郷
土
の
色
彩
と
か
ほ
り
と
を
も
つ
、
い

は
ゆ
る
タ
ウ
ン
ニ
ユ
ー
ス
」
と
い
う
位
置
づ
け
の
新
聞
で
あ
っ
た
（
６０
）
。

八
月
二
〇
日
、
飯
田
町
の
旅
館
三
宜
亭
に
お
い
て
、
愛
国
勤
労
党
南
信
支
部
結

成
大
会
に
向
け
て
の
準
備
委
員
会
が
開
か
れ
た
。
こ
こ
で
は
、「
西
川
新
聞
店
に

於
て
日
刊
新
聞
『
飯
田
ニ
ユ
ー
ス
』
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
、
交
渉
の

結
果
、
党
に
於
て
編
輯
を
引
受
け
る
こ
と
に
な
つ
た
旨
を
報
告
し
、
承
認
を
得
、

（
マ
マ
）

尚
各
村
に
通
信
員
を
置
き
完
全
な
ゐ
通
信
網
を
張
る
こ
と
に
な
つ
た
（
６１
）
」。『
信
濃
大

衆
新
聞
』
に
は
、
こ
の
と
き
「
西
川
氏
は
あ
ま
り
嫌
な
気
も
せ
ず
、
受
入
れ
て
も

よ
い
と
い
ふ
や
う
な
気
も
し
た
ら
し
い
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
６２
）
。
愛
国
勤
労
党
側

の
強
い
働
き
か
け
に
よ
り
、『
飯
田
ニ
ユ
ー
ス
』
の
機
関
紙
化
が
計
画
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

確
か
に
、
同
紙
の
紙
面
を
注
視
し
て
み
る
と
、
九
月
か
ら
翌
月
に
か
け
て
『
飯

田
ニ
ユ
ー
ス
』
が
愛
国
勤
労
党
南
信
支
部
幹
部
の
主
張
を
直
接
的
に
掲
載
し
た
事

例
が
、
管
見
で
は
二
例
あ
る
。
第
一
に
、
九
月
二
二
日
、
愛
国
勤
労
党
と
政
友
会

は
同
類
で
あ
る
と
す
る
世
間
の
「
流
説
」
に
つ
い
て
、「
同
党
幹
部
は
、
そ
れ
は

（
マ
マ
）

意
外
な
逆
宣
伝
だ
、
勤
労
党
は
政
友
会
と
は
絶
対
に
政
網
を
異
に
し
て
ゐ
る
、
又

資
本
家
よ
う
護
の
別
働
隊
で
も
な
け
れ
ば
政
友
会
に
合
流
な
ど
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
事

で
あ
る
、
と
声
明
し
て
ゐ
る
（
６３
）
」
と
報
じ
た
。
第
二
に
、
一
〇
月
六
日
に
同
紙
は
愛

国
勤
労
党
南
信
支
部
執
行
委
員
会
名
義
の
「
声
明
書
」
を
全
文
掲
載
し
た
。
こ
れ
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は
「
謂
れ
な
き
個
人
的
の
ニ
ク
シ
ミ
か
ら
、
或
は
自
己
の
低
劣
な
る
心
事
か
ら
或

は
惨
敗
の
敗
け
お
し
み
か
ら
、
虚
構
の
浮
説
を
ね
つ
造
し
、
徒
ら
に
他
を
傷
け
ん

と
す
る
曲
筆
の
徒
は
、
や
が
て
天
に
唾
す
る
愚
を
学
ぶ
も
の
に
外
な
ら
な
い
（
６４
）
」
と

し
て
、
各
地
方
紙
の
報
道
を
批
判
す
る
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

愛
国
勤
労
党
南
信
支
部
幹
部
が
『
飯
田
ニ
ユ
ー
ス
』
の
紙
面
を
利
用
し
て
同
党
へ

の
悪
評
に
反
論
し
た
例
は
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
愛
国
勤
労
党
の
主
張

が
同
紙
の
報
道
姿
勢
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
も
と
も
と

政
治
的
目
的
を
も
っ
て
再
刊
さ
れ
た
の
で
は
な
い
同
紙
を
愛
国
勤
労
党
が
機
関
紙

化
す
る
と
い
う
計
画
に
は
、
無
理
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

も
う
一
つ
、
中
原
の
出
馬
に
あ
た
っ
て
愛
国
勤
労
党
南
信
支
部
が
利
用
し
よ
う

と
し
た
媒
体
が
、
下
伊
那
在
郷
軍
人
分
会
の
機
関
誌
『
お
た
け
び
』（
筆
者
未

見
）
で
あ
っ
た
。『
南
信
新
聞
』
に
よ
る
と
、
九
月
二
二
日
、
愛
国
勤
労
党
は
、

『
お
た
け
び
』
に
「
政
綱
政
策
、
中
原
愛
勤
候
補
の
推
薦
、
同
候
補
の
挨
拶
」
を

写
真
入
り
で
全
面
掲
載
し
、
同
郡
内
に
配
布
す
る
た
め
四
万
部
を
印
刷
し
よ
う
と

し
た
（
６５
）
。
し
か
し
、
森
本
に
よ
れ
ば
こ
の
計
画
は
費
用
を
理
由
に
「
遂
に
拒
絶
せ
ら

れ
」、
森
本
も
費
用
を
負
担
し
た
く
な
か
っ
た
た
め
に
こ
の
計
画
を
断
っ
た
（
６６
）
。
新

興
勢
力
で
あ
っ
た
愛
国
勤
労
党
南
信
支
部
に
と
っ
て
は
、
自
党
へ
の
悪
評
に
対
抗

す
る
こ
と
も
ま
た
、
特
別
に
資
金
を
調
達
し
な
い
限
り
は
実
現
し
な
い
行
為
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

三
、「
挙
村
一
致
」
方
式
に
よ
る
支
持
の
調
達

政
党
の
地
方
組
織
は
、
い
か
に
し
て
有
権
者
の
支
持
を
調
達
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
章
で
は
こ
の
問
題
を
、
候
補
者
と
地
域
社
会
と
の
関
係
に
焦
点
を
あ
て
て
検
討

す
る
。

ま
ず
、
中
原
と
そ
の
出
身
地
龍
江
村
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
九
月
一

一
日
、
森
本
は
龍
江
村
の
旅
館
龍
峡
亭
に
お
い
て
、
同
村
長
奥
村
賢
治
（
６７
）
と
会
見
し

た
。「
日
記
」
に
よ
る
と
、
こ
こ
で
森
本
は
奥
村
に
対
し
て
「
中
原
立
候
補
せ
は

挙
村
一
致
出
来
る
や
否
や
」
と
確
か
め
た
と
こ
ろ
、「
可
能
性
あ
り
」
と
の
回
答

を
得
た
の
で
、
森
本
は
同
村
の
有
力
青
年
と
思
わ
れ
る
松
尾
久
米
・
松
尾
精
一
の

二
人
を
そ
の
場
に
呼
び
、「
勤
労
党
の
選
挙
法
方
〔
方
法
〕
を
説
き
、
挙
村
一
致

を
頼
」
ん
だ
（
６８
）
。

重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
会
見
の
直
後
、
森
本
が
龍
江
村
の
有
力
者
で
あ
る
老
人

塩
沢
芳
雄
を
訪
れ
、
塩
沢
に
「
中
原
立
候
補
す
べ
け
れ
は
了
解
せ
ら
れ
た
し
（
６９
）
」
と

告
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
龍
江
村
の
「
挙
村
一
致
」
に
よ
っ
て
中
原
を
当
選
さ

せ
る
に
は
、
森
本
は
、
同
村
の
地
域
社
会
に
対
し
て
影
響
力
の
あ
っ
た
塩
沢
に
も

了
解
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
塩
沢
は
森
本
の
話
に
対
し
、「
時
勢
も

興
り
た
れ
は
皆
様
が
ソ
ー
云
ふ
て
く
れ
る
な
ら
止
む
を
得
さ
る
べ
し
」
と
答
え
た
（
７０
）
。

こ
の
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
行
研
究
で
は
、
当
時
の
選
挙

に
お
い
て
、
地
主
な
ど
の
地
域
有
力
者
の
意
向
が
有
権
者
の
投
票
行
動
に
大
き
く

影
響
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
町
村
に
お
い
て
地

主
が
特
定
の
候
補
者
を
支
持
す
る
と
、
そ
の
意
向
に
沿
っ
て
多
く
の
町
村
民
が
同

じ
候
補
者
に
投
票
し
た
。
し
た
が
っ
て
、「
有
力
地
主
が
連
合
す
れ
ば
、
全
村
の

票
を
ま
と
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
し
、
実
際
に
も
お
こ
な
わ
れ
た
」
と
い
い
（
７１
）
、

こ
の
よ
う
な
投
票
慣
行
を
先
行
研
究
で
は
集
団
投
票
と
呼
ん
で
い
る
。
森
本
に
よ

る
塩
沢
へ
の
折
衝
は
、
こ
う
し
た
集
団
投
票
慣
行
を
利
用
し
て
中
原
の
得
票
を
増

や
そ
う
と
し
た
も
の
と
い
え
る
。

翌
一
二
日
、
森
本
は
、
飯
田
町
追
手
町
の
旅
館
ダ
ル
マ
屋
で
開
か
れ
た
愛
国
勤

労
党
選
挙
委
員
会
に
出
席
し
、
こ
こ
で
一
一
日
の
出
来
事
を
報
告
し
た
（
７２
）
。
一
六
日

に
は
、
中
原
の
友
人
ら
が
ダ
ル
マ
屋
に
集
ま
り
、
中
原
を
県
会
議
員
候
補
者
と
し
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て
推
す
こ
と
、
事
務
長
に
は
医
師
の
吉
川
鎮
司
が
当
た
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
（
７３
）
。

実
際
に
選
挙
運
動
を
担
っ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
人
々
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
森

本
に
よ
る
と
、
愛
国
勤
労
党
南
信
支
部
の
作
戦
計
画
は
「
弁
論
隊
」
と
「
推
薦
状

発
送
」
の
二
つ
で
あ
っ
た
（
７４
）
。「
弁
論
隊
」
と
は
、
支
部
員
に
よ
る
各
町
村
で
の
選

挙
演
説
を
指
し
て
お
り
、「
日
記
」
に
よ
る
と
、
届
出
日
か
ら
選
挙
当
日
ま
で
ほ

ぼ
連
日
演
説
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、「
推
薦
状
」
と
は
、
当
時
各
政

党
が
選
挙
に
あ
た
っ
て
有
権
者
へ
発
送
し
た
、
候
補
者
個
人
を
推
薦
す
る
内
容
の

書
面
で
あ
る
（
７５
）
。
森
本
は
、
中
原
の
居
住
地
で
あ
る
飯
田
町
大
横
町
の
「
町
内
者
は

推
薦
状
の
発
送
て
挙�

村�

一�

致�

て
働
き
、
時
々
事
務
所
に
来
て
運
動
費
の
ネ
ダ
リ
に

来
た
（
７６
）
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
候
補
者
を
取
り
巻
く
地
縁
的
結
合
が
選
挙
運

動
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

筆
者
は
「
森
本
資
料
」（
飯
田
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
）
と
「
中
原
謹
司
関
係

文
書
」（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
）
の
両
者
を
調
査
し
た
が
、
こ
の

と
き
発
送
さ
れ
た
中
原
の
推
薦
状
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
九
月
二
六

日
の
『
南
信
新
聞
』
に
、
中
原
を
推
薦
す
る
内
容
の
「
推
薦
広
告
」（
図
一
）
が

掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
広
告
に
お
い
て
中
原
を
推
薦
し
て
い
る

の
は
、
愛
国
勤
労
党
南
信
支
部
の
ほ
か
、「
龍
江
村
有
権
者
有
志
一
同
」、「
飯
田

町
大
横
町
有
権
者
有
志
一
同
」、「
飯
田
町
今
田
会
一
同
（
７７
）
」
と
い
っ
た
中
原
の
地
縁

者
た
ち
で
あ
っ
た
。
他
に
も
、「
飯
田
中
学
卒
業
生
会
有
志
」、「
飯
田
中
学
第
五

回
同
級
会
一
同
」
が
推
薦
者
に
加
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
森
本
と
片
桐
□
（
判

読
不
能
、
寿
か
）
が
代
表
者
と
な
る
な
ど
、
中
学
校
出
身
者
の
同
窓
会
的
結
合
も

一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

次
に
、
政
友
派
の
候
補
者
吉
川
亮
夫
と
そ
の
居
住
地
松
尾
村
と
の
関
係
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
政
友
派
は
九
月
上
旬
か
ら
吉
川
亮
夫
へ
の
出
馬
交
渉
を
開
始
す
る

が
（
７８
）
、
吉
川
亮
夫
自
身
は
森
本
に
対
し
て
「
県
議
と
し
て
は
立
候
補
せ
さ
る
旨
を
答

図一 中原謹司「推薦広告」

出典：『南信新聞』、１９３１年９月２６日付。
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へ
（
７９
）
」
る
な
ど
、
立
候
補
に
難
色
を
示
し
て
い
た
。『
信
濃
大
衆
新
聞
』
に
よ
れ
ば
、

そ
の
理
由
は
、
松
尾
村
で
民
政
派
が
「
頻
に
挙
村
一
致
反
対
を
唱
え
出
し
」、「
全

村
一
致
が
不
可
能
な
状
況
に
あ
る
（
８０
）
」
か
ら
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
候
補
者
難
に
苦
し
む
政
友
派
は
、
吉
川
亮
夫
へ
の
出
馬
交
渉
に
積
極

的
に
な
っ
て
い
っ
た
。
九
月
一
〇
日
、
松
尾
村
八
幡
に
位
置
す
る
「
ミ
ド
リ
」
な

る
施
設
（
飲
食
店
ま
た
は
旅
館
か
）
に
お
い
て
吉
川
亮
夫
支
持
者
約
五
〇
名
が
集

ま
り
、「
福
島
（
文
之
助
―
引
用
者
注
）
座
長
と
な
り
て
吉
川
県
議
再
選
を
満
場

（

賛

）

一
致
参
成
し
、
交
渉
委
員
を
挙
け
政�

党�

政�

派�

を�

論�

せ�

ず�

推
す
事
（
８１
）
」
と
決
定
さ
れ
た
。

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
吉
川
亮
夫
擁
立
に
お
い
て
、
森
本
も
そ
の
交
渉
委
員

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
８２
）
。
自
ら
を
政
友
派
と
も
革
新
派
と
も
規
定
し
え
な
い

森
本
は
、
中
原
と
吉
川
亮
夫
の
両
方
の
擁
立
運
動
に
関
与
す
る
と
い
う
、
矛
盾
し

た
行
動
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

九
月
下
旬
に
は
、
松
尾
村
内
部
で
森
本
へ
の
厳
し
い
批
判
が
生
じ
た
。
森
本
自

身
の
耳
に
入
っ
た
範
囲
で
は
、
吉
川
亮
夫
を
支
持
す
る
塩
沢
新
九
郎
・
木
下
仙
次

郎
・
竹
村
要
人
ら
は
、
森
本
が
「
一
村
会
議
員
と
し
て
挙
村
一
致
に
て
吉
川
を
推

薦
す
る
に
中
原
を
推
す
と
は
ケ
シ
カ
ラ
ず
等
評
し
」
て
い
た
と
い
う
（
８３
）
。
い
わ
ば
、

龍
江
村
―
愛
国
勤
労
党
―
中
原
謹
司
と
、
松
尾
村
―
立
憲
政
友
会
―
吉
川
亮
夫
と

い
う
二
つ
の
「
挙
村
一
致
」
勢
力
の
間
で
、
森
本
の
取
り
合
い
が
生
じ
て
い
た
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
森
本
は
「
予
に
対
す
る
世
間
の
見
方
」
と
し
て
、「
予
か
吉

川
に
反
対
し
て
中
原
を
推
し
た
る
は
変
節
な
り
」、「
勤
労
党
を
支
持
す
る
は
銀
行

家
と
し
て
宜
敷
か
ら
ず
（
８４
）
」
と
い
っ
た
意
見
を
挙
げ
て
お
り
、
自
ら
の
行
動
の
矛
盾

を
自
覚
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

で
は
、「
挙
村
一
致
」
に
よ
る
選
挙
運
動
は
ど
の
よ
う
な
成
果
を
挙
げ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
表
二
は
各
候
補
者
の
得
票
数
・
得
票
率
を
町
村
別
に
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
当
選
し
た
の
は
政
友
派
の
吉
川
亮
夫
・
平
田
史
郎
、
民
政
派
の
関
川
一

実
・
中
島
定
雄
、
愛
国
勤
労
党
の
中
原
謹
司
の
五
名
で
、
民
政
派
の
遠
山
方
景
と

無
産
派
の
羽
生
三
七
の
二
名
は
落
選
し
た
。
民
政
派
か
ら
落
選
者
が
出
て
い
る
が
、

政
党
ご
と
の
得
票
率
を
比
較
す
る
と
政
友
会
三
五
・
七
％
に
対
し
民
政
党
四
一
・

四
％
で
、
民
政
党
が
勝
っ
て
い
る
。

こ
の
表
で
は
、
各
町
村
に
お
い
て
有
効
票
五
〇
％
以
上
の
票
数
を
得
た
も
の
を

薄
い
網
掛
け
、
七
五
％
以
上
を
濃
い
網
掛
け
と
し
、「
挙
村
一
致
」
成
立
の
目
安

と
し
た
。
出
身
町
村
で
五
〇
％
以
上
の
票
数
を
得
た
も
の
は
六
人
中
五
人
（
平
田

―
伊
賀
良
村
七
三
・
二
％
、
吉
川
―
松
尾
村
五
九
・
二
％
、
遠
山
―
和
田
村
六

二
・
〇
％
お
よ
び
五
二
・
三
％
、
中
島
―
下
條
村
八
七
・
三
％
、
関
川
―
市
田
村

六
九
・
三
％
、
中
原
―
龍
江
村
八
四
・
五
％
）
で
あ
り
、
や
は
り
出
身
町
村
で
は

「
挙
村
一
致
」
に
よ
る
集
団
投
票
が
成
立
し
や
す
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
か

で
も
龍
江
村
に
お
け
る
中
原
の
得
票
率
は
高
率
で
あ
る
。
地
域
有
力
者
を
も
巻
き

込
ん
だ
中
原
擁
立
運
動
は
、
か
な
り
成
果
を
挙
げ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
龍
江
村
で
の
擁
立
運
動
だ
け
が
中
原
を
当
選
さ
せ
た
わ
け
で
は
な

い
。
こ
の
選
挙
に
お
け
る
中
原
の
得
票
数
は
四
、
〇
四
三
票
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

う
ち
龍
江
村
で
の
得
票
数
は
七
七
〇
票
（
一
九
・
〇
％
）
で
あ
り
、
約
八
割
の
票

は
龍
江
村
以
外
か
ら
集
ま
っ
て
い
る
。
当
時
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
こ
の
集
票
の
背

景
に
は
政
友
派
の
地
方
組
織
の
分
裂
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
こ
ろ
下
伊
那

郡
の
政
友
派
は
、
多
数
派
で
あ
る
下
伊
那
郡
政
友
ク
ラ
ブ
と
、
少
数
派
で
あ
る
下

伊
那
政
友
革
新
会
と
い
う
、
二
つ
の
組
織
に
分
か
れ
て
い
た
。
九
月
下
旬
に
両
者

が
対
立
を
深
め
る
と
、
下
伊
那
政
友
革
新
会
の
党
員
約
一
〇
〇
名
は
、
下
伊
那
郡

政
友
ク
ラ
ブ
へ
の
対
抗
の
た
め
一
挙
に
中
原
支
持
に
回
っ
た
の
で
あ
る
（
８５
）
。『
信
濃

大
衆
新
聞
』
は
、「
結
局
民
政
党
の
誰
か
一
人
を
突
落
す
為
め
に
、
野
党
聯
盟
と

云
つ
た
や
う
な
心
持
ち
で
愛
勤
党
の
中
原
候
補
を
応
援
す
る
こ
と
に
大
体
幹
部
方

針
が
き
ま
つ
た
（
８６
）

」
と
し
て
、
こ
の
分
裂
を
大
き
く
報
じ
て
い
る
。
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表二 １９３１年９月下伊那郡における県会議員選挙の開票結果

得票数計

２，７４５

８１１

５６１

１，２０５

５４０

１，０７０

１，４９８

１，１０５

１，１７８

７９４

４６１

４８５

１，４０９

８４７

３４２

６２６

４６８

４３２

４５１

４２６

１，０２３

４８６

６５７

３３８

４３５

１９０

４９０

６７３

８９０

９１１

９０３

６５８

１，４６７

９３７

５３９

５４７

７０２

６８７

３５４

３０，４８７

出典：『信濃大衆新聞』、１９３１年１０月１日付。

羽生

無産

鼎村出身

比率

６．６％

１７．３％

１２．８％

９．４％

２０．７％

１３．６％

６．９％

２７．２％

１２．４％

８．７％

６．７％

３．３％

４．３％

７．７％

４．７％

７．０％

６．８％

４．９％

４．２％

１１．３％

０．９％

６．６％

１６．０％

３．６％

３．４％

１．６％

５．７％

５．５％

９．２％

３．１％

９．９％

１３．８％

２１．１％

１０．０％

７．４％

１９．０％

１６．７％

３．１％

４．５％

９．６％

得票数

１８０

１４０

７２

１１３

１１２

１４５

１０４

３０１

１４６

６９

３１

１６

６１

６５

１６

４４

３２

２１

１９

４８

９

３２

１０５

１２

１５

３

２８

３７

８２

２８

８９

９１

３０９

９４

４０

１０４

１１７

２１

１６

２，９１９

落選

中原

愛国勤労党

龍江村出身

比率

１６．７％

１７．９％

５．３％

６．１％

７．２％

１５．５％

１９．４％

１３．９％

８．４％

２１．９％

１５．０％

２０．４％

３．０％

６．７％

７．３％

５．４％

１．１％

４．４％

３．５％

０．０％

１．８％

２．９％

３．０％

１２．４％

３１．０％

２２．１％

２．４％

５．３％

１６．６％

８４．５％

１２．５％

２０．１％

７．６％

１５．０％

１２．６％

５．７％

１０．８％

３．６％

１．７％

１３．３％

得票数

４５９

１４５

３０

７３

３９

１６６

２９０

１５４

９９

１７４

６９

９９

４２

５７

２５

３４

５

１９

１６

０

１８

１４

２０

４２

１３５

４２

１２

３６

１４８

７７０

１１３

１３２

１１１

１４１

６８

３１

７６

２５

６

４，０４３

当選

関川

民政党

市田村出身

比率

３．４％

３２．４％

４９．０％

６９．３％

５９．３％

４６．２％

３．０％

１．４％

０．９％

０．９％

２．２％

０．０％

０．１％

０．０％

２．６％

０．２％

０．０％

０．２％

０．０％

０．７％

０．０％

０．２％

０．０％

０．３％

０．０％

０．０％

０．０％

０．６％

１．６％

０．０％

１．０％

０．８％

２６．８％

３１．８％

４７．５％

５５．２％

３９．０％

０．３％

０．０％

１２．９％

得票数

９３

２６３

２７５

８３５

３２０

４９４

４５

１６

１１

７

１０

０

２

０

９

１

０

１

０

３

０

１

０

１

０

０

０

４

１４

０

９

５

３９３

２９８

２５６

３０２

２７４

２

０

３，９４４

当選

中島

民政党

下條村出身

比率

１．２％

０．２％

０．０％

０．１％

１．１％

０．６％

１．１％

０．５％

０．２％

３４．０％

３４．１％

４２．１％

１７．５％

４４．０％

２１．９％

１７．６％

７．５％

３７．３％

５１．２％

３４．７％

８７．３％

８１．１％

５０．８％

４８．５％

４１．４％

１７．４％

０．６％

６０．３％

４０．０％

０．９％

０．０％

０．３％

３．２％

０．１％

１．１％

０．２％

０．０％

０．３％

０．０％

１６．１％

得票数

３３

２

０

１

６

６

１７

６

２

２７０

１５７

２０４

２４７

３７３

７５

１１０

３５

１６１

２３１

１４８

８９３

３９４

３３４

１６４

１８０

３３

３

４０６

３５６

８

０

２

４７

１

６

１

０

２

０

４，９１４

当選

遠山

民政党

和田村出身

比率

４４．０％

１．１％

０．２％

０．２％

０．６％

５．０％

２６．６％

１４．８％

１８．８％

３．８％

２．０％

０．４％

１．３％

２．２％

０．０％

４．６％

０．２％

０．５％

１．３％

３．８％

０．４％

０．６％

０．６％

２．１％

０．９％

５．３％

６８．２％

５．５％

１．８％

０．２％

３３．４％

１７．３％

１．９％

１．４％

１．５％

０．７％

２．４％

６２．０％

５２．３％

１２．４％

得票数

１，２０７

９

１

３

３

５４

３９８

１６３

２２２

３０

９

２

１８

１９

０

２９

１

２

６

１６

４

３

４

７

４

１０

３３４

３７

１６

２

３０２

１１４

２８

１３

８

４

１７

４２６

１８５

３，７７０

落選

吉川

政友会

松尾村出身

比率

１１．３％

３．２％

４．５％

４．６％

１．９％

８．０％

１９．５％

１２．９％

５９．２％

１５．９％

３９．５％

０．４％

０．５％

０．０％

１３．５％

０．６％

０．６％

０．０％

０．２％

０．５％

３．９％

７．２％

２７．１％

３２．５％

２３．２％

５２．１％

２１．８％

１５．６％

２５．６％

１０．３％

４１．４％

４１．６％

３８．８％

２７．７％

２．８％

１１．２％

６．４％

０．１％

２２．６％

１５．８％

得票数

３１１

２６

２５

５５

１０

８６

２９２

１４３

６９７

１２６

１８２

２

７

０

４６

４

３

０

１

２

４０

３５

１７８

１１０

１０１

９９

１０７

１０５

２２８

９４

３７４

２７４

５６９

２６０

１５

６１

４５

１

８０

４，８２０

当選

平田

政友会

伊賀良村出身

比率

１６．８％

２７．９％

２８．２％

１０．４％

９．３％

１１．１％

２３．５％

２９．１％

０．１％

１４．９％

０．７％

３３．４％

７３．２％

３９．３％

５０．０％

６４．５％

８３．８％

５２．８％

３９．５％

４９．１％

５．８％

１．４％

２．４％

０．６％

０．０％

１．６％

１．２％

７．１％

５．２％

１．０％

１．８％

６．１％

０．７％

１３．９％

２７．１％

８．０％

２４．６％

３０．６％

１８．９％

１９．９％

得票数

４６２

２２６

１５８

１２５

５０

１１９

３５２

３２２

１

１１８

３

１６２

１，０３２

３３３

１７１

４０４

３９２

２２８

１７８

２０９

５９

７

１６

２

０

３

６

４８

４６

９

１６

４０

１０

１３０

１４６

４４

１７３

２１０

６７

６，０７７

当選

人口

１９，０３２

４，６７３

３，１７１

７，０４４

３，３０９

６，８６８

１０，７５５

８，４１６

６，８０２

４，７６１

２，６６９

２，６３５

７，１９９

４，３４６

１，９３３

３，３９９

２，４２４

２，５５１

２，８７０

２，６７７

５，６４５

２，９４０

３，６３６

２，７４０

２，３１８

１，８５４

３，０５５

５，０７０

５，１１７

５，０７８

５，１８１

３，７６５

９，４１３

６，４０４

２，９６６

２，９０１

４，９５４

６，６５６

１８７，２２７

町村名

飯田

大島

山吹

市田

座光寺

上郷

上飯田

鼎

松尾

龍丘

川路

三穂

伊賀良

山本

清内路

会地

伍和

智里

波合

根羽

下條

富草

大下条

豊

旦開

神原

平岡

泰阜

千代

龍江

下久堅

上久堅

喬木

神稲

河野

生田

大鹿

和田第一

和田第二

計

結果
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一
方
、
松
尾
村
で
は
吉
川
亮
夫
の
ほ
か
に
遠
山
が
一
八
・
八
％
、
中
原
が
八
・

四
％
の
票
を
得
て
お
り
、
必
ず
し
も
「
挙
村
一
致
」
が
実
現
し
た
と
は
い
え
な

か
っ
た
。
む
し
ろ
、
森
本
が
「
村
内
の
方
も
吉
川
の
選
挙
に
付
中
原
を
支
持
し
た

る
関
係
上
、
一
般
村
民
の
余
に
対
す
る
感
情
面
白
か
ら
ず
（
８７
）
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、

「
挙
村
一
致
」
に
同
調
し
え
な
か
っ
た
名
望
家
森
本
に
対
す
る
信
頼
は
悪
化
し
、

地
域
社
会
に
亀
裂
が
生
じ
る
結
果
と
な
っ
て
い
た
。

四
、
森
本
と
青
年
層
と
の
思
想
的
接
近

こ
こ
ま
で
、
選
挙
と
い
う
政
治
的
側
面
に
焦
点
を
当
て
て
地
域
社
会
に
お
け
る

森
本
の
位
置
を
確
認
し
て
き
た
。
本
章
で
は
経
済
や
思
想
の
側
面
へ
と
目
を
転
じ
、

こ
の
こ
ろ
森
本
が
い
か
な
る
立
場
に
あ
っ
た
の
か
を
検
討
し
た
い
。

県
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
た
一
九
三
一
年
後
半
期
は
、
森
本
が
勤
め
る
百
十
七

銀
行
に
と
っ
て
、
以
前
か
ら
話
題
に
上
っ
て
い
た
支
払
停
止
問
題
が
現
実
化
し
た

時
期
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
恐
慌
の
影
響
に
よ
り
、
百
十
七
銀
行
の
預
金

残
高
が
急
激
に
減
少
し
、
預
金
者
の
引
き
出
し
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ

る
（
８８
）
。
一
九
二
八
―
三
五
年
に
お
け
る
百
十
七
銀
行
の
預
金
残
高
の
増
減
を
示
し
た

表
三
に
よ
る
と
、
預
金
残
高
は
一
九
三
〇
年
後
半
期
か
ら
急
激
に
減
少
し
は
じ
め
、

一
九
三
一
年
後
半
期
に
は
、
前
期
末
の
六
〇
％
の
残
高
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

預
金
口
数
は
一
九
三
一
年
後
半
期
に
前
期
末
の
四
六
％
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
恐

慌
の
進
行
と
と
も
に
、
多
額
の
預
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

預
金
残
高
の
減
少
に
よ
り
、
百
十
七
銀
行
で
は
、
八
月
中
旬
頃
か
ら
支
払
停
止

が
現
実
的
に
な
っ
て
い
っ
た
。「
日
記
」
に
よ
る
と
、
八
月
一
〇
日
夜
に
百
十
七

銀
行
は
重
役
会
・
支
店
長
会
・
大
株
主
会
を
開
き
、
支
払
停
止
を
対
外
的
に
発
表

し
た
（
８９
）

。
森
本
は
、
過
去
に
銀
行
合
同
に
よ
っ
て
危
機
を
乗
り
切
っ
た
経
験
を
も
つ

表三 １９２８―３５年における百十七銀行の預金残高・預金口数の推移

前期末か
らの増減

０．０％

０．９％

６．５％

－８．６％

－８．８％

－１３．１％

－５４．１％

５８．５％

－１．９％

－３７．１％

－３０．７％

－２２．９％

１２．５％

１７．３％

１５．６％

出典：百十七銀行『営業報告書』（１９２８―３５年、J-DAC企業史料統合データベースにて画像閲覧）。

預金口数

当期末口数

１１，２０５

１１，２０９

１１，３１４

１２，０４９

１１，００９

１０，０４０

８，７２３

４，００７

６，３５２

６，２３２

３，９１７

２，７１４

２，０９２

２，３５３

２，７５９

３，１８９

前期末か
らの増減

－０．３％

－１．７％

４．６％

－９．４％

－２０．２％

－１２．８％

－４０．４％

－４３．２％

－３６．５％

－１２．２％

４．３％

１２．４％

９．２％

２８．９％

１６．９％

当期末現在高

５，０４４，３４２．２４６

５，０２９，７５３．６５６

４，９４２，２６８．７８０

５，１６７，６０３．２８０

４，６８０，４７１．２６０

３，７３２，９９６．２９０

３，２５５，８４８．８６０

１，９４０，４８１．８９０

１，１０２，２３９．８１０

６９９，６４２．５３０

６１３，９３７．０００

６４０，０６８．５１０

７１９，３０３．８１０

７８５，４１７．３６０

１，０１２，６６２．５９０

１，１８３，５６０．０６０

当期減少高

１２，７５６，００３．４９０

１５，０１１，６８１．２４０

１４，６６２，９６４．４８４

２０，０４３，０００．５２０

１５，０３４，６４１．６２０

１２，５８１，４７３．３７０

９，０１７，３３９．８６５

７，３３９，５３２．４８０

１，８７１，７９１．４１０

１，２００，２０８．０７０

８７８，２２６．５５０

１，６０５，００７．４７０

２，２５９，０３４．１５０

３，０７５，５９７．６２０

３，６４２，７１８．２７０

５，５９４，３７７．０７０

預金残高（円）

当期増加高

１２，６８６，４１８．５１０

１４，９９７，０９２．６５０

１４，５７５，４７９．６０８

２０，２６８，３３５．０２０

１４，５４７，５０９．６００

１１，６３３，９９８．４００

８，５４０，１９２．４３５

６，０２４，１６５．５１０

１，０３３，５４９．３３０

７９７，６１０．７９０

７９２，５２１．０２０

１，６３１，１３８．９８０

２，３３８，２６９．４５０

３，１４１，７１１．１７０

３，８６９，９６３．５００

５，７６５，２７４．５４０

年次

１９２８年１－６月

１９２８年７－１２月

１９２９年１－６月

１９２９年７－１２月

１９３０年１－６月

１９３０年７－１２月

１９３１年１－６月

１９３１年７－１２月

１９３２年１－６月

１９３２年７－１２月

１９３３年１－６月

１９３３年７－１２月

１９３４年１－６月

１９３４年７－１２月

１９３５年１－６月

１９３５年７－１２月
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八
十
二
銀
行
頭
取
小
林
暢
（
一
八
七
九
―
一
九
三
五
（
９０
）
）
を
訪
問
し
、「
地
方
銀
行

合
併
促
進
運
動
」
に
よ
っ
て
こ
の
事
態
を
収
拾
し
よ
う
と
し
た
が
（
９１
）
、
森
本
が
期
待

し
た
よ
う
な
善
後
策
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
（
９２
）
。
八
月
一
七
日
に
は
、
森
本
は
「
銀
行

支
払
停
止
し
た
る
文
字
、
新
聞
紙
上
に
現
れ
た
る
悪
夢
に
襲
は
れ
て
目
を
醒
す
（
９３
）
」

と
「
日
記
」
に
記
す
ほ
ど
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
八
月
下
旬
、
森
本
の
心
境
に
変
化
が
訪
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
前
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
森
本
は
資
本
家
階
級
に
属
す
る
存
在
と
し
て
、
基

本
的
に
は
資
本
主
義
を
肯
定
す
る
立
場
に
た
っ
て
お
り
、
資
本
主
義
否
定
の
立
場

に
た
つ
座
光
寺
久
男
ら
の
青
年
層
と
は
思
想
的
に
対
立
し
て
い
た
（
９４
）
。
し
か
し
、
森

本
は
こ
の
時
期
に
な
る
と
、「
資
本
主
義
が
没
落
し
て
新
資
本
主
義
の
台
頭
の
時

に
は
既
成
の
株
式
会
社
、
資
産
家
の
間
に
は
大
変
動
の
起
る
べ
き
は
自
然
の
数
て

あ
る
（
９５
）
」、「
資
本
主
義
壊
滅
期
に
於
け
る
資
本
主
義
の
首
魁
た
る
銀
行
業
に
従
事
せ

る
予
の
不
運
と
不
明
と
を
憐
む
の
み
（
９６
）
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
現
行
の
資
本
主
義
経

済
に
対
す
る
悲
観
的
認
識
を
「
日
記
」
に
記
す
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
反
共

主
義
的
資
本
家
で
あ
っ
た
森
本
も
ま
た
、
こ
の
こ
ろ
銀
行
の
経
営
不
振
を
背
景
と

し
て
資
本
主
義
に
失
望
し
は
じ
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
森
本
は
資
本
主
義
へ
の
希
望
を
完
全
に
捨
て
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ

れ
が
窺
え
る
の
が
、
八
月
二
〇
日
、
愛
国
勤
労
党
勤
労
党
発
会
式
準
備
会
に
お
け

る
森
本
の
発
言
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
同
党
の
青
年
ら
が
「
目
下
の
不
況
は
生
産

夥
多
症
な
れ
は
消
費
を
多
く
す
る
事
」
な
ど
の
「
農
村
不
況
打
開
策
」
を
論
じ
た

の
に
対
し
、
森
本
は
「
農
村
不
況
対
策
と
し
て
は
、
多
角
形
農
業
に
よ
り
自
給
自

足
、
養
蚕
偏
重
を
戒
む
る
事
」
と
い
っ
た
意
見
を
述
べ
て
い
る
（
９７
）
。

田
中
雅
孝
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
の
時
期
の
下
伊
那
郡
で
は
「
組
合
製
糸
地

帯
と
し
て
、
地
域
内
か
ら
の
原
料
繭
を
調
達
す
る
典
型
的
な
地
域
内
完
結
的
な
市

場
構
造
が
形
成
さ
れ
て
」
お
り
（
９８
）
、
郡
下
の
繭
自
給
率
は
一
九
二
八
年
時
点
で
九
一

％
、
耕
地
面
積
に
占
め
る
桑
園
面
積
の
割
合
は
一
九
二
九
年
時
点
で
五
一
％
で

あ
っ
た
（
９９
）
。
こ
の
よ
う
に
、
下
伊
那
郡
の
経
済
が
地
域
の
養
蚕
・
製
糸
業
に
依
存
す

る
構
造
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
対
し
、
森
本
は
農
業
の
多
角
化
に
よ
る
不
況
脱
出

を
主
張
し
た
の
で
あ
り
、
資
本
主
義
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
よ
う
な
意
図
は
右
の

発
言
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
準
備
会
の
感
想
と
し
て
、
森
本
は
「
日
記
」
に
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

一
般
青
年
か
共
産
主
義
的
に
し
て
資
本
主
義
を
呪
ふ
の
意
は
強
く
、
余
か
銀

行
家
と
し
て
の
呪
と
重
な
る
様
に
思
は
れ
不
快
な
り
（
１００
）
。

こ
こ
で
森
本
は
明
ら
か
に
、
自
ら
と
青
年
層
と
の
思
想
的
距
離
が
縮
小
し
つ
つ

あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
。
な
ぜ
、
森
本
に
と
っ
て
、「
一
般
青
年
」
の
考
え

と
自
分
の
考
え
が
重
な
る
こ
と
が
「
不
快
」
で
あ
っ
た
の
か
。
森
本
は
そ
の
理
由

を
明
確
に
は
述
べ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
森
本
が
約
七
年
前
か
ら
反
共
的
思
想
運

動
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
、
翌
二
一
日
の
日
記
に
「
青
年
の
意
思
も
不
安
の
為
共

産
的
で
あ
り
、
吾
々
の
祖
国
の
擁
護
派
は
却
て
遠
け
ら
れ
る
有
様
て
あ
る
（
１０１
）
」
と
記

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
る
と
、
森
本
に
と
っ
て
、「
共
産
的
」
で
あ
る
青
年
層

と
の
距
離
は
思�

想�

的�

に
は
縮
小
し
て
も
、
心�

情�

的�

に
は
縮
小
し
な
か
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
中
原
の
出
馬
に
際
し
て
も
、
青
年
層
が
し
き
り
に
県
議
選
へ
の
出
馬

を
勧
め
た
の
に
対
し
、
森
本
を
は
じ
め
と
す
る
壮
年
層
は
国
政
選
へ
の
出
馬
を
勧

め
て
お
り
（
１０２
）
、
青
年
層
と
森
本
と
の
間
に
何
ら
か
の
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
県
議
選
へ
の
出
馬
と
国
政
選
へ
の
出
馬
が
思
想
上
あ
る
い
は
選
挙
戦
略

上
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
に
つ
い
て
、「
日
記
」
で
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。
こ
の
よ
う
に
八
月
下
旬
以
降
、
森
本
と
青
年
層
と
の
関
係
は
、
思
想
的
な
対

立
か
ら
、
論
理
的
説
明
が
困
難
な
心
情
的
対
立
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。

選
挙
後
の
九
月
三
〇
日
、
森
本
は
い
よ
い
よ
「
何
時
か
支
払
停
止
を
決
行
す
る
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外
な
い
と
決
心
（
１０３
）
」
す
る
に
至
る
。
一
〇
月
に
入
っ
て
か
ら
も
森
本
は
銀
行
合
併
に

よ
る
支
払
停
止
回
避
を
模
索
す
る
が
（
１０４
）

、
そ
の
努
力
も
む
な
し
く
、
遂
に
一
一
月
下

旬
に
は
支
払
停
止
が
実
施
さ
れ
た
（
１０５
）
。
森
本
は
「
予
は
始
め
よ
り
百
十
七
銀
行
の
末

路
を
考
へ
、
何
時
か
資
本
主
義
経
済
組
織
の
破
タ
ン
を
来
す
も
の
と
覚
悟
し
、
其

（

マ

マ

）

の
末
路
を
見
届
け
ず
し
て
逃
れ
ん
と
な
せ
り
し
も
、
今
更
逃
避
す
る
事
も
出
来
す

し
て
居
据
れ
り
（
１０６
）
」
と
し
て
そ
の
絶
望
を
語
っ
た
。
実
際
の
百
十
七
銀
行
窓
口
に
は

当
初
予
想
さ
れ
た
ほ
ど
の
預
金
者
は
殺
到
し
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
（
１０７
）
、
大
平
頭
取
も
、

「
幸
ひ
に
も
今
朝
来
預
金
者
の
各
位
は
吾
々
の
気
持
ち
を
汲
み
取
ら
れ
て
諒
解

（

マ

マ

）

さ
れ
ら
れ
ま
す
の
で
嬉
し
い
こ
と
に
思
つ
て
ゐ
ま
す
（
１０８
）
」
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
出
来
事
を
契
機
に
森
本
は
も
は
や
銀
行
業
を
続
け
る
こ
と
を
諦
め
、
一

二
月
九
日
に
は
日
記
に
「
予
も
此
財
界
の
難
局
は
如
何
に
推
移
す
べ
き
か
と
云
ふ

事
を
考
へ
た
時
に
は
益
々
不
安
の
度
を
増
し
、
結
局
革
命
か
と
考
へ
る
の
み
で
あ

る
（
１０９
）
」
と
記
す
ま
で
に
至
っ
た
。
反
共
主
義
者
森
本
を
し
て
資
本
主
義
の
「
破
タ

ン
」
や
「
革
命
」
を
予
感
せ
し
め
る
ほ
ど
、
こ
の
時
期
、
恐
慌
が
地
域
経
済
に
与

え
た
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
一
九
三
一
年
九
月
の
長
野
県
会
議
員
選
挙
を
題
材
と
し
て
、
男
子

普
通
選
挙
制
度
成
立
後
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
実
態
を
分
析
し
、
こ
の
時
期
の
地

域
政
治
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
一
に
、
各
政
党
の
地
方
組
織
で
は
選
挙
資
金
が
た
え
ず
不
足
し
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。
地
方
組
織
が
選
挙
運
動
の
費
用
を
候
補
者
に
提
供
で
き
な
い
以
上
、
多

く
の
候
補
者
は
、
費
用
を
自
ら
負
担
で
き
な
い
限
り
選
挙
に
出
馬
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
各
地
方
組
織
は
い
ず
れ
も
深
刻
な
候
補
者
難
に
陥
り
、

し
ば
し
ば
当
事
者
の
意
向
を
無
視
し
て
強
引
に
候
補
者
を
擁
立
し
よ
う
と
し
た
。

な
か
で
も
愛
国
勤
労
党
南
信
支
部
の
よ
う
な
革
新
派
政
党
は
、
政
策
と
し
て
資
本

家
階
級
の
打
倒
を
掲
げ
つ
つ
も
、
現
実
に
は
資
本
家
の
資
金
力
に
依
存
せ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
矛
盾
に
つ
い
て
の
他
党
勢
力
か
ら
の
批
判
に
反
論
す
る

こ
と
も
、
や
は
り
経
済
的
事
情
か
ら
困
難
で
あ
っ
た
。
男
子
普
通
選
挙
制
度
の
導

入
に
よ
る
有
権
者
の
増
大
は
、
選
挙
運
動
に
か
か
る
費
用
を
も
増
大
さ
せ
、
そ
の

こ
と
が
か
え
っ
て
政
治
と
金
銭
と
の
結
び
つ
き
を
強
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
こ
の
時
期
の
選
挙
運
動
は
、
候
補
者
を
取
り
巻
く
人
々
の
地
縁
的
結

合
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
中
原
謹
司
の
例
に
よ
っ
て
確
認
し
た

よ
う
に
、
地
方
組
織
が
「
挙
村
一
致
」
に
よ
っ
て
候
補
者
を
当
選
さ
せ
る
に
は
、

候
補
者
出
身
地
の
村
長
や
地
域
有
力
者
と
の
事
前
交
渉
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

候
補
者
の
居
住
地
に
住
む
人
々
も
、
推
薦
状
発
送
の
よ
う
な
事
務
的
作
業
を
手
伝

う
こ
と
で
選
挙
運
動
に
協
力
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
地
縁
者
の
動
員
は
、
確
か
に

候
補
者
の
支
持
調
達
に
一
定
の
成
果
を
挙
げ
た
。
そ
の
一
方
で
、
松
尾
村
に
お
け

る
森
本
州
平
の
立
場
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
村
内
で
一
定
の
地
位
に
あ
る
者
が

「
挙
村
一
致
」
に
同
調
し
え
な
い
場
合
、
そ
の
人
物
に
対
す
る
村
内
の
評
価
は
悪

化
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
名
望
家
を
中
心
と
す
る
地
域
社
会
の
秩
序
に
も
亀
裂

が
生
じ
て
い
た
。

第
三
に
、
既
成
政
党＝

資
本
家
・
名
望
家
を
中
心
と
す
る
勢
力
と
、
革
新
派＝

労
働
者
・
農
民
・
青
年
を
中
心
と
す
る
勢
力
と
は
、
単
純
な
対
抗
関
係
に
は
な
く
、

む
し
ろ
相
互
に
影
響
し
あ
う
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
恐
慌
期
に
は
、

地
域
の
資
本
主
義
経
済
の
中
枢
に
位
置
す
る
森
本
の
よ
う
な
人
物
も
ま
た
資
本
主

義
経
済
の
崩
壊
を
予
感
す
る
よ
う
に
な
り
、
革
新
的
思
想
を
も
つ
地
域
の
青
年
層

と
思
想
的
に
接
近
し
つ
つ
あ
っ
た
。
一
方
、
革
新
派
政
党
の
側
も
、
党
勢
拡
大
の

た
め
に
は
名
望
家＝
資
本
家
の
財
力
や
社
会
的
影
響
力
に
頼
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
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革
新
派
政
党
は
、
既
成
政
党
の
打
倒
と
い
う
本
来
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
は
裏
腹
に
、

既
成
政
党
勢
力
の
地
域
的
基
盤
に
寄
生
す
る
形
で
出
現
し
た
の
で
あ
る
（
１１０
）
。

以
上
の
点
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
一
般
的
に
は
国
民
の
政
治
参
加
を
拡
大

さ
せ
た
制
度
と
し
て
評
価
さ
れ
る
男
子
普
通
選
挙
が
、
そ
の
最
初
期
に
は
、
依
然

と
し
て
地
域
の
閉
ざ
さ
れ
た
関
係
性
の
な
か
で
し
か
機
能
し
な
か
っ
た
と
い
う
事

実
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
昭
和
戦
前
期
の
選
挙
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
が
、
将

来
的
に
は
、
地
域
社
会
の
内
部
秩
序
の
分
析
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
な
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
本
稿
で
は
そ
の
課
題
を
果
た
す
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
、「
森
本
州
平
日
記
」
に
記
さ
れ
た
下
伊
那
郡
の

選
挙
実
態
が
貴
重
な
分
析
素
材
と
な
り
う
る
こ
と
は
示
せ
た
と
考
え
る
。

註（
１
）

安
田
常
雄
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
民
衆
運
動
―
長
野
県
農
村
に
お
け
る
歴

史
的
実
態
を
通
し
て
―
』（
れ
ん
が
書
房
新
社
、
一
九
七
九
年
、
二
四
四
―

二
四
五
頁
）。

（
２
）

田
上
慎
一
「「
右
翼
政
治
家
」
中
原
謹
司
試
論
―
愛
国
勤
労
党
か
ら
信
州

郷
軍
同
志
会
へ
―
」（『
法
政
史
学
』
第
七
八
号
、
二
〇
一
二
年
九
月
、
三
五

頁
）、
有
吉
拓
朗
「
解
題
」（
東
京
大
学
大
学
院
日
本
近
代
政
治
史
ゼ
ミ
「
史

料
紹
介

森
本
州
平
日
記
（
五
）」、『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』

第
一
八
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
一
九
五
頁
）。

（
３
）

須
崎
愼
一
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
そ
の
時
代
―
天
皇
制
・
軍
部
・
戦
争
・

民
衆
―
』（
大
月
書
店
、
一
九
九
八
年
、
一
〇
九
―
一
一
〇
頁
）、
拙
稿
「
愛

国
勤
労
党
南
信
支
部
組
織
準
備
会
の
活
動
と
反
資
本
主
義
思
想
―
本
号
所
載

「
森
本
州
平
日
記
」
の
解
題
に
か
え
て
―
」（『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室

紀
要
』
第
一
九
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）。

（
４
）

こ
の
よ
う
な
手
法
を
と
っ
て
な
さ
れ
た
先
行
研
究
と
し
て
、
山
室
建
徳

「
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
政
党
地
盤
の
変
貌
―
新
潟
三
区
の
場
合
―
」（
日

本
政
治
学
会
編
『
年
報
政
治
学
』
一
九
八
四
年
度
）、
奥
健
太
郎
『
昭
和
戦

前
期
立
憲
政
友
会
の
研
究
―
党
内
派
閥
の
分
析
を
中
心
に
―
』（
應
義
塾
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
、
第
六
章
・
第
七
章
）、
木
村
友
典
「
初
の
普
選

に
よ
る
昭
和
二
年
栃
木
県
会
議
員
選
挙
」（『
栃
木
県
立
文
書
館
研
究
紀
要
』

第
二
〇
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
５
）

森
本
の
経
歴
な
ど
基
本
的
な
人
物
情
報
に
つ
い
て
は
、
須
崎
愼
一
「
史
料

紹
介
―
森
本
州
平
日
記
（
抄
）
―
」（
神
戸
大
学
教
養
部
『
論
集
』
第
三
五
号
、

一
九
八
五
年
三
月
、
五
七
―
五
九
頁
）、
有
吉
「
解
題
」（
前
掲
、
一
九
一
―

一
九
二
頁
）
を
参
照
。

（
６
）

南
信
支
部
設
立
に
対
す
る
森
本
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
（
九
二

―
九
五
頁
）
を
参
照
。

（
７
）

こ
の
時
期
の
下
伊
那
郡
に
は
、
三
つ
の
代
表
的
な
日
刊
新
聞
が
存
在
し
て

い
た
。
す
な
わ
ち
、
下
伊
那
郡
立
憲
政
友
倶
楽
部
の
機
関
紙
で
あ
っ
た
『
南

信
新
聞
』（
発
行
部
数
八
、
五
〇
〇
部
）、
下
伊
那
民
政
倶
楽
部
の
機
関
紙
で

あ
っ
た
『
信
濃
時
事
』（
発
行
部
数
四
、
五
〇
〇
部
）、
無
産
政
党
を
支
持
す

る
準
機
関
紙
で
あ
っ
た
『
信
濃
大
衆
新
聞
』（
発
行
部
数
五
、
〇
〇
〇
部
）

の
三
紙
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
、
愛
国
勤
労
党
南
信
支
部
と
も
繋
が
り
が
あ
っ

た
『
飯
田
ニ
ユ
ー
ス
』（
発
行
部
数
不
明
）
を
加
え
る
と
計
四
紙
と
な
り
、

い
ず
れ
も
飯
田
市
立
中
央
図
書
館
で
紙
面
の
画
像
デ
ー
タ
を
閲
覧
・
複
写
で

き
る
。
な
お
、
右
の
発
行
部
数
は
全
て
一
九
二
七
年
一
一
月
末
日
時
点
の
も

の
で
あ
る
（
内
務
省
警
保
局
編
『
新
聞
雑
誌
社
特
秘
調
査
』、
一
九
二
七
年

﹇
復
刻
版
、
大
正
出
版
、
一
九
七
九
年
﹈
二
五
八
・
二
六
二
頁
）。

（
８
）

市
制
町
村
制
で
は
、
次
の
四
つ
の
条
件
に
該
当
す
る
者
が
公
民
と
呼
ば
れ
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た
。（
一
）
帝
国
臣
民
で
あ
る
男
子
で
年
齢
二
五
歳
以
上
の
者
、（
二
）
独
立

の
生
計
を
営
む
者
、（
三
）
二
年
以
上
そ
の
市
町
村
の
住
民
で
あ
る
者
、

（
四
）
二
年
以
上
そ
の
市
町
村
の
直
接
市
町
村
税
を
納
め
る
者
。
法
律
研
究

会
編
『
注
釈
の
市
制
と
町
村
制

附
普
通
選
挙
法
』（
一
書
堂
、
一
九
二
六

年
、
一
七
―
一
八
頁
﹇『
日
本
立
法
資
料
全
集
』
別
巻
一
〇
一
四
、「
地
方
自

治
法
研
究
復
刊
大
系
」
第
二
〇
四
巻
、
信
山
社
、
二
〇
一
六
年
﹈）。

（
９
）

こ
の
選
挙
の
概
要
を
知
る
に
あ
た
り
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
政
治
課
編
『
府

県
会
選
挙
早
わ
か
り
』（
一
九
三
一
年
）
が
大
い
に
役
立
っ
た
。

（
１０
）

長
野
県
編
『
長
野
県
史
』（
近
代
史
料
編
、
別
巻
、
統
計
（
一
）、
長
野
県

史
刊
行
会
、
一
九
八
九
年
、
二
九
一
頁
）。

（
１１
）

同
前
、
二
九
四
頁
。

（
１２
）

長
野
県
議
会
事
務
局
編
『
長
野
県
会
沿
革
史
』（
第
九
編
、
一
九
三
五
年
、

二
―
三
頁
、
県
立
長
野
図
書
館
所
蔵
）。

（
１３
）
『
信
濃
毎
日
新
聞
』、
一
九
三
一
年
七
月
一
二
日
付
夕
刊
。

（
１４
）
『
南
信
新
聞
』、
一
九
三
一
年
九
月
一
四
日
付
。

（
１５
）

地
方
組
織
と
い
う
語
は
奥
前
掲
書
（
第
七
章
）
か
ら
借
用
し
た
。
山
室
建

徳
氏
に
よ
る
と
、
政
党
の
地
方
組
織
は
基
本
的
に
郡
市
単
位
で
形
成
さ
れ
、

「
地
方
名
望
家
を
中
心
と
し
た
き
わ
め
て
地
縁
的
な
色
彩
の
強
い
組
織
だ
っ

た
」（
山
室
前
掲
論
文
、
一
六
六
頁
）。

（
１６
）
『
信
濃
毎
日
新
聞
』、
一
九
三
一
年
九
月
四
日
付
夕
刊
。

（
１７
）
「
日
記
」、
八
月
二
一
日
条
。

（
１８
）
「
日
記
」、
一
九
三
一
年
「
補
遺
」。

（
１９
）
『
府
県
会
選
挙
早
わ
か
り
』（
前
掲
、
六
頁
）。

（
２０
）
『
信
濃
毎
日
新
聞
』、
一
九
三
一
年
九
月
二
二
日
付
夕
刊
。

（
２１
）
「
日
記
」、
一
九
三
一
年
「
補
遺
」。

（
２２
）
「
日
記
」、
八
月
二
四
日
条
。
粥
川
氏
と
は
、
鼎
村
か
ら
愛
国
勤
労
党
南
信

支
部
に
参
加
し
て
い
た
粥
川
進
策
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
実
際
に

森
本
が
中
原
の
選
挙
に
対
し
て
提
供
し
た
の
は
一
五
〇
円
で
あ
っ
た
（「
日

記
」、
一
〇
月
七
日
条
）。

（
２３
）
『
信
濃
毎
日
新
聞
』、
一
九
三
一
年
九
月
六
日
付
夕
刊
。

（
２４
）
『
信
濃
毎
日
新
聞
』、
一
九
三
一
年
九
月
一
五
日
付
朝
刊
。

（
２５
）
『
信
濃
毎
日
新
聞
』、
一
九
三
一
年
九
月
一
七
日
付
夕
刊
。

（
２６
）
『
南
信
新
聞
』、
一
九
三
一
年
九
月
一
五
日
付
。

（
２７
）
『
信
濃
毎
日
新
聞
』、
一
九
三
一
年
八
月
二
八
日
付
朝
刊
。

（
２８
）

長
野
県
編
『
長
野
県
史
』（
通
史
編
、
第
九
巻
近
代
三
、
長
野
県
史
刊
行

会
、
一
九
九
〇
年
、
三
四
五
―
三
四
六
頁
）。

（
２９
）
『
信
濃
毎
日
新
聞
』、
一
九
三
一
年
九
月
八
日
付
朝
刊
。

（
３０
）
『
信
濃
毎
日
新
聞
』、
一
九
三
一
年
九
月
一
二
日
付
朝
刊
。

（
３１
）
「
日
記
」、
八
月
二
七
日
条
。

（
３２
）
『
信
濃
毎
日
新
聞
』、
一
九
三
一
年
九
月
八
日
付
朝
刊
。

（
３３
）
『
南
信
新
聞
』、
一
九
三
一
年
九
月
一
七
日
付
。

（
３４
）

司
法
省
刑
事
局
編
『
国
家
主
義
乃
至
国
家
社
会
主
義
団
体
輯
覧
（
昭
和
七

年
十
二
月
調
）』、
一
九
三
三
年
二
月
（
社
会
問
題
資
料
研
究
会
編
『
社
会
問

題
資
料
叢
書
』
第
一
輯
（
上
）、
東
洋
文
化
社
、
一
九
七
六
年
、
五
頁
）。

（
３５
）
「
愛
国
勤
労
党
南
信
支
部
結
成
趣
意
書
」、
一
九
三
一
年
四
月
頃
（「
森
本

資
料
」
Ｉ
―
一
―
一
、
飯
田
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
）。

（
３６
）

愛
国
勤
労
党
南
信
支
部
結
成
大
会
「
宣
言
」、
一
九
三
一
年
八
月
二
七
日

（「
森
本
資
料
」
Ｉ
―
一
―
二
）。

（
３７
）

有
吉
「
解
題
」
前
掲
、
一
九
五
頁
。

（
３８
）
『
信
濃
大
衆
新
聞
』、
一
九
三
一
年
九
月
一
一
日
付
。
松
沢
と
は
、
八
十
二
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銀
行
飯
田
支
店
長
松
沢
茂
雄
の
こ
と
。

（
３９
）
『
信
濃
大
衆
新
聞
』、
一
九
三
一
年
七
月
三
〇
日
付
。

（
４０
）
『
信
濃
大
衆
新
聞
』、
一
九
三
一
年
七
月
二
二
日
付
。

（
４１
）
『
信
濃
大
衆
新
聞
』、
一
九
三
一
年
九
月
二
二
日
付
。

（
４２
）

同
前
。

（
４３
）
『
信
濃
大
衆
新
聞
』、
一
九
三
一
年
八
月
二
九
日
付
。

（
４４
）
『
信
濃
大
衆
新
聞
』、
一
九
三
一
年
九
月
一
〇
日
付
。

（
４５
）
『
信
濃
大
衆
新
聞
』、
一
九
三
一
年
九
月
一
九
日
付
。

（
４６
）

木
村
善
男
「
愛
国
勤
労
党
の
仮
面
を
剥
ぐ
―
日
本
帝
国
主
義
の
手
先

国

際
フ
ア
シ
ズ
ム
の
一
翼
と
し
て
―
（
七
）」（『
南
信
新
聞
』、
一
九
三
一
年
七

月
二
六
日
付
）。

（
４７
）

井
上
忠
一
「
打
倒
、
愛
勤
党
―
べ
ら
ぼ
う
な
駁
説
を
粉
砕
す
―
」（『
南
信

新
聞
』、
一
九
三
一
年
八
月
三
日
付
）。

（
４８
）
「
日
本
共
産
党
政
治
テ
ー
ゼ
（
草
案
）」、
一
九
三
一
年
四
月
二
二
日
（
司

法
省
刑
事
局
編
『
思
想
研
究
資
料
』
第
二
三
輯
、
一
九
三
二
年
九
月
、
二
一

七
頁
）。

（
４９
）

同
前
、
二
二
〇
頁
。

（
５０
）

愛
泥
生
「
愛
国
勤
労
党
と
は
何
か
」（『
南
信
新
聞
』、
一
九
三
一
年
八
月

三
一
日
付
）。

（
５１
）
『
信
濃
時
事
』、
一
九
三
一
年
一
〇
月
六
日
付
。
森
本
は
、
こ
の
記
事
に
つ

い
て
「
信
濃
時
事
新
聞
に
予
の
人
身
攻
撃
的
記
事
出
す
。
之
れ
党
派
心
よ
り

出
て
た
る
事
な
り
」
と
「
日
記
」
に
記
し
て
い
る
（
一
〇
月
六
日
条
）。
た

だ
し
こ
れ
は
選
挙
後
の
記
事
で
あ
る
。

（
５２
）
「
日
記
」、
九
月
七
日
条
。

（
５３
）
「
日
記
」、
九
月
八
日
条
。

（
５４
）
「
日
記
」、
九
月
二
四
日
条
。

（
５５
）

下
伊
那
郡
国
民
精
神
作
興
会
は
、
一
九
二
四
年
一
〇
月
に
森
本
が
中
心
と

な
っ
て
設
立
さ
れ
た
国
家
主
義
的
思
想
団
体
で
あ
る
。
須
崎
前
掲
書
、
七
五

―
八
五
頁
。

（
５６
）
『
信
濃
大
衆
新
聞
』、
一
九
三
一
年
八
月
二
八
日
付
。

（
５７
）
「
日
記
」、
八
月
二
九
日
条
お
よ
び
九
月
四
日
条
。
な
お
、
前
号
所
載
の

「
語
句
の
説
明
」
は
、「
州
平
が
実
際
に
削
除
を
主
張
し
た
記
事
は
見
当
た
ら

な
い
」
と
し
て
い
る
が
（
東
京
大
学
大
学
院
日
本
近
代
政
治
史
ゼ
ミ
「
史
料

紹
介

森
本
州
平
（
八
）」、『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
第
二
〇

号
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
一
二
六
頁
）、
そ
の
後
筆
者
が
『
信
濃
大
衆
新

聞
』
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
前
掲
注
（
５６
）
の
紙
面
に
、
該
当
す
る
記
事
が

あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
こ
こ
に
訂
正
す
る
。

（
５８
）

注
（
７
）
参
照
。

（
５９
）
「
日
記
」、
八
月
一
一
日
条
。

（
６０
）
『
飯
田
ニ
ユ
ー
ス
』、
一
九
三
一
年
八
月
二
四
日
付
。
な
お
、『
飯
田
ニ

ユ
ー
ス
』
は
飯
田
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
。

（
６１
）
『
勤
労
日
本
』
第
一
三
号
、
一
九
三
一
年
九
月
一
日
（
法
政
大
学
大
原
社

会
問
題
研
究
所
所
蔵
）。

（
６２
）
『
信
濃
大
衆
新
聞
』、
一
九
三
一
年
八
月
二
七
日
付
。

（
６３
）
『
飯
田
ニ
ユ
ー
ス
』、
一
九
三
一
年
九
月
二
二
日
付
。

（
６４
）
『
飯
田
ニ
ユ
ー
ス
』、
一
九
三
一
年
一
〇
月
六
日
付
。
な
お
、「
声
明
書
」

の
日
付
は
一
〇
月
四
日
。

（
６５
）
『
南
信
新
聞
』、
一
九
三
一
年
九
月
二
四
日
付
。

（
６６
）
「
日
記
」、
一
九
三
一
年
「
補
遺
」。

（
６７
）

奥
村
は
一
九
二
一
年
四
月
か
ら
一
九
二
九
年
四
月
ま
で
村
会
議
員
を
、
一
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九
二
九
年
一
二
月
か
ら
一
九
四
一
年
一
二
月
ま
で
村
長
を
務
め
て
い
た
人
物

で
あ
る
（
龍
江
村
役
場
監
修
・
龍
江
村
公
民
館
編
纂
・
村
沢
武
夫
著
『
龍
江

村
史
』
甲
陽
書
房
、
一
九
五
二
年
、
一
五
六
・
一
六
一
頁
）。

（
６８
）
「
日
記
」、
九
月
一
一
日
条
。
松
尾
久
米
は
一
九
二
五
年
四
月
か
ら
一
九
二

九
年
三
月
ま
で
村
会
議
員
を
、
松
尾
精
一
は
一
九
三
七
年
四
月
か
ら
一
九
四

二
年
五
月
ま
で
村
会
議
員
を
務
め
た
（『
龍
江
村
史
』、
前
掲
、
一
六
一
―
一

六
二
頁
）。

（
６９
）
「
日
記
」、
九
月
一
一
日
条
。
塩
沢
は
一
八
八
三
年
四
月
か
ら
一
八
九
五
年

三
月
ま
で
村
会
議
員
を
、
一
八
九
五
年
四
月
か
ら
一
八
九
七
年
一
二
月
ま
で

村
長
を
、
一
九
〇
四
年
四
月
か
ら
一
九
〇
六
年
六
月
ま
で
再
び
村
長
を
務
め

た
。『
龍
江
村
史
』（
前
掲
、
一
五
四
―
一
五
五
・
一
五
八
頁
）、
龍
江
村
誌

編
纂
委
員
会
編
『
龍
江
村
誌
』（
龍
江
村
誌
刊
行
委
員
会
、
一
九
九
七
年
、

六
六
六
頁
）
参
照
。

（
７０
）
「
日
記
」、
九
月
一
一
日
条
。

（
７１
）

酒
井
正
文
「
戦
前
期
二
大
政
党
対
立
下
の
選
挙
に
お
け
る
地
方
指
導
者
の

事
大
主
義
的
傾
向
―
熊
本
第
一
区
の
場
合
―
」（
大
麻
唯
男
伝
記
研
究
会
編

『
大
麻
唯
男
―
論
文
編
―
』、
桜
田
会
、
一
九
九
六
年
、
三
三
三
頁
）。
ま
た
、

浅
野
和
生
「
戦
前
総
選
挙
に
お
け
る
集
団
投
票
―
第
一
六
回
〜
第
二
〇
回
総

選
挙
に
お
け
る
熊
本
第
一
区
の
投
票
結
果
の
分
析
―
」（
同
書
）
も
参
照
。

（
７２
）
「
日
記
」、
九
月
一
二
日
。

（
７３
）
「
日
記
」、
一
九
三
一
年
「
補
遺
」。

（
７４
）
「
日
記
」、
九
月
二
〇
日
条
。

（
７５
）

玉
井
清
「
中
選
挙
区
制
導
入
の
影
響
に
つ
い
て
―
東
京
選
挙
区
を
中
心
に

―
」（『
第
一
回
普
選
と
選
挙
ポ
ス
タ
ー
―
昭
和
初
頭
の
選
挙
運
動
に
関
す
る

研
究
―
』、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
、
二
〇
一
三
年
、
初
出
二
〇
〇
九

年
、
一
六
二
―
一
六
六
頁
）。

（
７６
）
「
日
記
」、
一
九
三
一
年
「
補
遺
」。
傍
点
は
引
用
者
。

（
７７
）

今
田
は
、
龍
江
村
の
旧
村
名
で
、
中
原
の
生
家
が
あ
る
。『
龍
江
村
誌
』

（
前
掲
、
二
二
六
―
二
二
七
頁
）。

（
７８
）
『
信
濃
毎
日
新
聞
』、
一
九
三
一
年
九
月
二
日
付
朝
刊
。

（
７９
）
「
日
記
」、
九
月
二
日
条
。

（
８０
）
『
信
濃
大
衆
新
聞
』、
一
九
三
一
年
九
月
三
日
付
。

（
８１
）
「
日
記
」、
九
月
一
〇
日
条
、
傍
点
引
用
者
。
な
お
、『
南
信
新
聞
』（
一
九

三
一
年
九
月
一
三
日
付
）
は
こ
れ
を
「
村
内
有
力
者
の
会
合
」
と
し
、「
村

内
長
老
有
力
者
七
十
余
名
の
参
集
を
得
」
た
と
す
る
。

（
８２
）

森
本
は
、「
交
渉
委
員
と
し
て
予
も
亦
其
一
人
と
な
り
、
翌
朝
吉
川
を
訪

問
し
て
其
の
旨
を
告
け
る
事
と
せ
り
」
と
し
て
い
る
（「
日
記
」、
九
月
一
〇

日
条
）。

（
８３
）
「
日
記
」、
九
月
二
二
日
条
。

（
８４
）
「
日
記
」、
九
月
二
八
日
条
。

（
８５
）
『
信
濃
毎
日
新
聞
』、
一
九
三
一
年
九
月
二
四
日
付
夕
刊
。
こ
の
記
事
に
よ

る
と
、
下
伊
那
政
友
革
新
会
は
一
九
二
七
年
九
月
の
県
議
選
に
当
た
っ
て
結

成
さ
れ
た
地
方
組
織
で
、「
今
回
の
県
議
戦
に
際
し
ど
の
候
補
者
を
推
薦
す

る
か
に
つ
き
協
議
中
で
あ
つ
た
が
、
同
会
は
設
立
の
理
由
は
当
時
郡
政
ク
ラ

ブ
幹
部
級
改
革
を
叫
ん
で
の
結
果
に
不
満
を
抱
い
て
ゐ
る
関
係
か
ら
、
同
ク

ラ
ブ
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候
補
者
吉
川
平
田
両
氏
へ
は
な
る
べ
く
応
援
せ
ぬ
事

と
方
針
を
決
定
し
た
の
で
、
約
百
名
の
同
党
員
は
愛
国
勤
労
党
を
応
援
す
る

事
と
な
つ
た
」。

（
８６
）
『
信
濃
大
衆
新
聞
』、
一
九
三
一
年
九
月
二
二
日
付
。

（
８７
）
「
日
記
」、
一
〇
月
二
一
日
条
。
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（
８８
）

森
本
は
、
遅
く
と
も
四
月
上
旬
に
は
「
貸
付
金
取
立
出
来
ず
預
金
引
出
一

方
に
て
」「
不
安
の
念
止
ま
す
と
雖
も
平
静
を
装
ふ
」
と
い
う
状
況
に
あ
っ

た
（「
日
記
」、
四
月
七
日
条
。
東
京
大
学
大
学
院
日
本
近
代
政
治
史
ゼ
ミ

「
史
料
紹
介

森
本
州
平
日
記
（
七
）」、『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀

要
』
第
一
九
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
、
一
八
五
頁
）。

（
８９
）
「
日
記
」、
八
月
一
〇
日
条
。

（
９０
）

八
十
二
銀
行
編
『
八
十
二
銀
行
八
十
年
史
』（
八
十
二
銀
行
、
二
〇
一
三

年
、
三
六
頁
）
に
よ
れ
ば
、
小
林
は
一
九
二
一
年
七
月
か
ら
旧
六
十
三
銀
行

頭
取
を
務
め
て
い
た
が
、
一
九
三
一
年
八
月
に
十
九
銀
行
の
合
併
と
の
合
併

に
よ
っ
て
八
十
二
銀
行
を
成
立
さ
せ
、
そ
の
初
代
頭
取
と
な
っ
た
。

（
９１
）
「
日
記
」、
八
月
一
八
日
条
。

（
９２
）
「
日
記
」、
九
月
一
九
日
条
。

（
９３
）
「
日
記
」、
八
月
一
七
日
条
。

（
９４
）

前
掲
拙
稿
、
九
三
―
九
四
頁
。

（
９５
）
「
日
記
」、
八
月
二
九
日
条
。

（
９６
）
「
日
記
」、
九
月
九
日
条
。

（
９７
）
「
日
記
」、
八
月
二
〇
日
条
。

（
９８
）

田
中
雅
孝
『
両
大
戦
間
期
の
組
合
製
糸
―
長
野
県
下
伊
那
地
方
の
事
例

―
』（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
九
年
、
六
七
頁
）。

（
９９
）

同
前
、
六
八
・
七
八
頁
。

（
１００
）
「
日
記
」、
八
月
二
〇
日
条
。

（
１０１
）
「
日
記
」、
八
月
二
一
日
条
。

（
１０２
）
「
日
記
」、
八
月
二
四
日
条
。

（
１０３
）
「
日
記
」、
九
月
三
〇
日
条
。

（
１０４
）
「
日
記
」、
一
〇
月
一
六
日
条
。

（
１０５
）
「
日
記
」、
一
一
月
二
三
日
条
。

（
１０６
）
「
日
記
」、
一
一
月
三
〇
日
条
。

（
１０７
）
『
信
濃
毎
日
新
聞
』（
一
九
三
一
年
一
一
月
二
六
日
付
夕
刊
）、『
南
信
新

聞
』（
一
九
三
一
年
一
一
月
二
九
日
付
）。

（
１０８
）
『
南
信
新
聞
』、
一
九
三
一
年
一
一
月
二
五
日
付
。

（
１０９
）
「
日
記
」、
一
二
月
九
日
条
。

（
１１０
）

源
川
真
希
氏
は
、
茨
城
県
久
慈
郡
宮
川
村
出
身
の
反
既
成
政
党
的
農
本
主

義
運
動
家
で
あ
る
斎
藤
勇
之
介
が
、
一
九
三
五
年
九
月
の
茨
城
県
会
議
員
選

挙
で
ト
ッ
プ
当
選
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
重
要
な
指
摘
を
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
斎
藤
は
「
こ
れ
ま
で
既
成
政
党
に
系
列
化
さ
れ
、
そ
の

支
持
基
盤
を
な
し
て
き
た
町
村
長
等
の
地
域
有
力
者
層
、
お
よ
び
彼
ら
を
中

心
に
形
成
さ
れ
て
い
た
集
票
機
構
を
丸
抱
え
に
し
な
が
ら
県
会
選
挙
で
勝
利

を
え
た
」
の
で
あ
り
、
そ
の
運
動
は
「
恐
慌
の
な
か
で
疲
弊
し
た
地
域
有
力

者
層
の
利
害
を
代
弁
し
た
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
を
既
成
政
党
か
ら
一
時
的
に

切
り
離
す
こ
と
に
よ
っ
て
高
揚
を
み
せ
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
（『
近
現
代

日
本
の
地
域
政
治
構
造
―
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
崩
壊
と
普
選
体
制
の
確
立

―
』、
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
三
九
・
二
六
四
頁
）。
本
稿
で

取
り
上
げ
た
一
九
三
一
年
選
挙
に
お
け
る
中
原
の
当
選
も
、
こ
れ
と
よ
く
似

た
集
票
構
造
に
よ
っ
て
実
現
し
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
十
分
に
検

討
で
き
な
か
っ
た
。
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